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第 1 章

概要

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、サービスの高速化、マルチレイヤセ
キュリティ、クラウドネイティブの俊敏性、エッジでのインテリジェンスを実現し、クラウド

への移行を促進するために設計された、クラス最高レベルの5G対応クラウドエッジプラット
フォームです。

Cisco IOS XE SD-WANソフトウェアを搭載した Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラット
フォームを利用すれば、クラウド対応のセキュアなCisco SD-WANソリューションをブランチ
に導入できます。Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、高性能の統合
SD-WANサービスに加えて、クラウドまたはオンプレミスのいずれでもセキュリティサービス
およびネットワークサービスを提供できる柔軟性を備えています。また、高密度のWANポー
トと冗長電源にも対応しています。Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームに
は、モジュール密度の高いものから低いものまで各種インターフェイスオプションが用意され

ています。インターフェイスは、既存のWAN、LAN、音声、コンピューティングモジュール
と下位互換性があります。Catalyst 8500シリーズプラットフォームは、Cisco IOS XE、完全に
プログラム可能なソフトウェアアーキテクチャ、APIをベースに大規模な自動化を促進し、
ワークロードをクラウドに移行しながらゼロタッチ ITを実現します。また、CiscoCatalyst 8300
シリーズエッジプラットフォームは、Trustworthyソリューション 2.0インフラストラクチャ
も搭載しているため、整合性をチェックして脅威を修復することで、脅威や脆弱性からプラッ

トフォームを保護します。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、中規模～大規模の企業のブランチオ
フィスで統合 SD-WANサービスを利用し、高いWAN IPSecパフォーマンスを実現するのに適
しています。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、次の使用例を対象にします。

•エンタープライズブランチオフィス、マネージドサービスプロバイダーCPE、DIA用イ
ンターネットゲートウェイ、SD-WANを搭載した SASEクラウドプラットフォーム

•次世代のソフトウェアデファインド（SD）ブランチルーティングプラットフォーム

機能と仕様の詳細については、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのデータ
シートを参照してください。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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このドキュメントのセクションは、特定のモデルへの参照が明示的に行われない限り、Cisco
Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのすべてのモデルに適用されます。

（注）

データプレーンパケット処理エンジンのハイパースレッディング（HT）に対するサポートが、
次のプラットフォームに追加されました。

• C8300-2N2S-4T2X
• C8300-2N2S-6T
• C8300-1N1S-4T2X
• C8300-1N1S-6T

この章は、次の項で構成されています。

•シャーシの外観（2ページ）
• Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのラベル位置（7ページ）
• Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのハードウェア機能（10ページ）

シャーシの外観
このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの電源および I/O
側の外観について説明し、電源インターフェイスと信号インターフェイス、モジュールスロッ

ト、ステータスインジケータ、シャーシ IDラベルの位置を示します。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは次のモデルで使用できます。

• C8300-1N1S-4T2X

• C8300-1N1S-6T

• C8300-2N2S-4T2X

• C8300-2N2S-6T

N=ネットワークインターフェイスモジュール、S=サービスモジュール、T=ギガビットイー
サネット、X = 10ギガビット

（注）
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図 1 : C8300-1N1S-4T2X|6Tシャーシ：I/O側

表 1 : I/O側

RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/0）

2LED1

SFP+/10ギガビットイーサネットポート
（10G 0/0/4）

SFP/1ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/4）

4RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/2）

3

SMスロット 16NIMスロット 15

USBタイプ C（3.0）（USB 1）8RFID（オプション）7

RJ-45コンソール10USBタイプ A（3.0）（USB 0）9

RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/1）

12マイクロ USBコンソール11

SFP+/10ギガビットイーサネットポート
（10G 0/0/5）

SFP/1ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/5）

14RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/3）

13

デバイスラベルトレイ16M.2 USB/NVMeストレージ15

図 2 : C8300-1N1S-4T2X|6Tシャーシ：PSU/ファントレイ側
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表 2 : PSU/ファントレイ側

電源、プリセット、OK、LED2AC/DC電源装置
（PSU1）

1

アースラグ4アラーム障害 LED3

3内部ファントレイ6ファントレイの通気口5

電源スイッチ8PIMスロット 17

AC/DC電源装置
（PSU0）

9

図 3 : C8300-2N2S-4T2X|6Tシャーシ：I/O側

表 3 : I/O側

LED2USBタイプ A（3.0）（USB 0）1

RJ-45ギガビットイーサネットポート
（1G 0/0/0）

4RJ-45コンソール3

C8300-2N2S-4T2Xの SFP+/10ギガビット
イーサネットポート（10G 0/0/4）

C8300-2N2S-6Tの SFP/1ギガビットイー
サネットポート（1G 0/0/4）

6RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/2）

5

NIMスロット 18M.2 USB/NVMeストレージ7

PIMスロット 110NIMスロット 29

SMスロット 212RFID（オプション）11
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SMスロット 114デバイスラベルトレイ13

RJ-45ギガビットイーサネットポート
（1G 0/0/3）

16C8300-2N2S-4T2Xの SFP+/10ギガビットイー
サネットポート（10G 0/0/5）

C8300-2N2S-6TのSFP/1ギガビットイーサネッ
トポート（1G 0/0/5）

15

マイクロ USBコンソール18RJ-45ギガビットイーサネットポート（1G
0/0/1）

17

USBタイプ C（3.0）（USB 1）19

図 4 : C8300-2N2S-4T2X|6Tシャーシ：PSU/ファントレイ側

表 4 : PSU/ファントレイ側

FRUファントレイ2アースラグ1

PSU0電源 LED4電源スイッチ3

PoE電源モジュール 0/1、着脱式ファントレイの後
ろ

6PSU05

PSU18PSU1電源
LED

7

LEDの詳細については、LEDインジケータに関するセクションを参照してください。

プラットフォームの概要

下図は、コンポーネントとモジュールの場所を含む Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラッ
トフォームの内部ビューを示しています。
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図 5 : C8300-1N1S-4T2X|6Tのプラットフォームの概要

CPU2DIMM1

M.2カードスロッ
ト

4NIMスロッ
ト

3

SM5
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図 6 : C8300-2N2S-4T2X|6Tシャーシのプラットフォームの概要

CPU2DIMM1

ラベルトレ

イ

4M.2カードスロッ
ト

3

NIM6SM5

PIM7

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのラ
ベル位置

プラットフォームのラベルを見つけるには、Cisco製品 ID（CPI）ツールを使用します。この
ツールは、シスコ製品でラベルが付いている位置を示す詳しい図と説明を提供します。この

ツールには次の機能があります。

•ツリー構造の製品階層を使用してモデルを参照できる検索オプション

•複数製品を確認しやすい最終的な結果ページの検索フィールド

•結果リストの販売終了製品はわかりやすく表示されます

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのラベル位置



このツールを使用すると、シリアル番号ラベルを見つけ、製品を特定するプロセスが簡単にな

ります。シリアル番号情報があると認定プロセスが迅速になります。また、サポートサービス

にアクセスする際に必要です。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのラベルの位置
次の図は、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのラベルの位置を示していま
す。すべての Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームで、ラベルは同じ位置にあ
ります。

シリアル番号（SN）、共通言語機器 ID（CLEI）、トップアセンブリ番号（TAN）、製品 ID
（PID）、PIDバージョン ID（VID）、およびクイックレスポンス（QR）コードは、プラット
フォームの背面上のラベル、またはシャーシ上にあるラベルトレイに印刷されています。

デバイスの RFIDタグは事前に取り付けられており、予備の RFIDタグは付属していません。（注）

図 7 : C8300-1N1S-4T2X|6Tのラベル位置

CLEI2SN1

MAC4TAN3

QRコー
ド

6PIDVID5
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図 8 : C8300-2N2S-4T2X|6Tのラベル位置

CLEI2SN1

MAC4TAN3

QRコー
ド

6PIDVID5

製品識別の詳細の確認

ソフトウェアライセンス

シリアル番号（SN）、製品 ID（PID）、バージョン ID（VID）、および共通言語機器識別子
（CLEI）は、デバイス底面のラベル、またはラベルトレイに印刷されています。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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ソフトウェアライセンスを取得するには、ライセンスをインストールするデバイスの固有デバ

イス識別子（UDI）が必要です。

UDIには 2つの主要コンポーネントがあります。

•製品 ID（PID）

•シリアル番号（SN）

Cisco Internet Operating System（IOS）ソフトウェアの特権 EXECモードで show license udiコマ
ンドを使用すると、UDIを表示できます。

UDIの詳細については、cisco.comの << >>ドキュメントをご覧ください。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの
ハードウェア機能

このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのハードウェア機
能について説明します。

組み込みのインターフェイスポート

CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、複数の 10/100/1000前面パネルポー
トと Small Form Pluggableがあります。

電磁適合性と安全性に関するTelcordia GR-1089NEBS標準に準拠するために、管理イーサネッ
トポート以外は屋内または屋外の配線またはケーブルに接続しないでください。屋内ケーブル

は、シールドした上で、シールドを両端でアースに接続する必要があります。機器またはサブ

アセンブリの屋内ポートは、OSPまたはその配線につながるインターフェイスに金属的に接続
しないでください。これらのインターフェイスは、屋内インターフェイス専用（GR-1089-CORE
に記載されたタイプ 2ポートまたはタイプ 4ポート）に設計されており、屋外用の OSPケー
ブルと区別する必要があります。一次保護装置を追加しても、これらのインターフェイスを

OSP配線に金属的に接続するには不十分です。

警告

GEポートまたは SFPポート

Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームでは、次の GEポートと SFPポートを使用で
きます。

GEポート

GE RJ-45銅線インターフェイスポートは、10BASE-T、100BASE-TX、および 1000BASE-Tを
サポートしています。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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SFPポート

Small Form-Factor Pluggable（SFP）ポートは、1 Gbps SFPモジュールをサポートしています。

SFP+ポート

拡張 Small Form-Factor Pluggable（SFP）ポートは、10 Gbps SFP+モジュールをサポートしてい
ます。

着脱式および交換式のモジュールおよびカード

外部スロットに接続されているサービスモジュール（SM）、ネットワークインターフェイス
モジュール（NIM）、着脱可能インターフェイスモジュール（PIM）、M.2 USB/NVMeスト
レージは、シャーシを開かないで取り外しまたは交換することができます。

外部スロット

•サービスモジュール

•ネットワークインターフェイスモジュール

•着脱可能インターフェイスモジュール

• M.2 USB/NVMeストレージ

LTE着脱可能インターフェイスモジュールは、USB3.0インターフェイスを介してホスト CPU
と接続します。その後、ホストは、プラガブルモジュールの I2Cインターフェイスを介して
LTE関連信号にアクセスします。

（注）

内部スロット

•メモリ

サポートされるモジュールおよびインターフェイスカードのリストについては、cisco.comの
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム製品のページを参照してください。

メモリ

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、実行コンフィギュレーションおよ
びルーティングテーブルを保存するDIMMが搭載されており、またネットワークインターフェ
イスによるパケットバッファリングに使用されます。

•ブート/NVRAM：bootstrapプログラム（ROMモニター）、およびコンフィギュレーショ
ンレジスタを格納します。ブート/NVRAMは保守可能ではありません。

•内部メモリ：内部ブートフラッシュメモリ

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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•着脱式M.2カード：16GB（デフォルト）、32GB M.2 USBおよび 600GB M.2 NVMe SSD
で使用可能

• DRAMオプション

• 1 X 8GB DDR4（デフォルト）

• 1 X 16GB DDR4（アップグレード）

• 1 X 32GB DDR4（アップグレード）

電源モジュール

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、多様な電源構成をサポートします。
これらのデバイスの電源は、現場交換可能であり、外部アクセス可能です。次の表に、電源オ

プションを要約します。

表 5 :現場交換可能ユニット電源オプション

DC入力
PSU

デュアル、ホットスワッ

プ

PoE電源コンバー
タ

統合 PoE対応
PSU

AC入力
PSU

モデル

ありありなしありありC8300-1N1S-4T2X

ありありなしありありC8300-1N1S-6T

ありありありなし**ありC8300-2N2S-4T2X

ありありありなし**ありC8300-2N2S-6T

** AC PSU+個別の PoEアダプタを備えた PoE。（注）

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム用 LED
表 6 : LEDインジケータ

説明色LED

シスコロゴ LED

消灯：システムの電源がオフ

です。

青：システムの電源がオンで

す。

青ロゴ

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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説明色LED

電源ステータス

消灯：システムの電源がオフ

です。

オレンジ：システムの電源が

正しく機能していません。

緑：取り付けられているすべ

ての PSUは正常に動作してい
ます。

緑/オレンジPWR

システムステータス

赤：システムは起動中です。

赤に点滅：システムでハード

ウェア整合性エラーが発生し

ました。

オレンジ：Rommonの起動が
完了し、システムは Rommon
プロンプト状態またはプラッ

トフォームソフトウェアの起

動中です。

緑：通常のシステム動作で

す。

緑/オレンジ/赤STATUS

環境ステータス

消灯：モニターはアクティブ

ではありません。

赤：システムが重大な過電流

イベントを検出し、シャット

ダウンする可能性がありま

す。

オレンジに点滅：システムの

1つ以上の温度センサーが許容
範囲外です。

オレンジ：システムの 1つ以
上のファンが許容範囲外で

す。

緑：システムのすべての温度

センサーとファンが許容範囲

内にあります。

緑/オレンジ/赤ENV

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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説明色LED

USBコンソールが実行中

緑は、実行中のコンソール

ポートがUSBであることを示
しています。

緑USB CON

シリアルコンソールが実行中

緑は、RJ-45が実行中のコン
ソールポートであることを示

しています。

緑/黄RJ-45 CON

SFPイネーブル LED

SFP+イネーブル LED

消灯：存在しません。

緑：SFPはサポートされてお
り、障害はありません。

オレンジ：SFPはサポートさ
れていないか、障害の状態で

す。

緑SFP EN

SFPポート 0/1リンク LED

消灯：リンクがありません

（存在しない）。

緑：リンクが確立されまし

た。

緑SFPリンク

ファン、通気、エアーフロー

シャーシの換気

シャーシの温度は内部ファンによって調整されます。オンボードの温度センサーは、ファンの

速度を制御します。デバイスの電源がオンの場合、ファンは常に稼働しています。いかなる場

合もファンは最低限の速度で作動して、電力を節約するとともにノイズを軽減します。周囲の

温度や高度が高い場合は、必要に応じて高速で動作します。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
14

概要

ファン、通気、エアーフロー



図 9 : C8300-1N1S-4T2X|6Tのエアーフロー

図 10 : C8300-2N2S-4T2X|6Tのエアーフロー

スロット、サブスロット/ベイ、ポート、インターフェイス
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、次のインターフェイスモジュールを
サポートしています。サービスモジュール（SM）、ネットワークモジュール（NIM）、着脱
可能インターフェイスモジュール（PIM）

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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図 11 :

いずれの場合も、デバイスはスロット、ベイ、ポートを表示する3タプル表記を使用してイン
ターフェイスを指定します。3タプルの値はゼロベースです。3タプルの例は 0/1/2です。こ
の例は、スロット 0、スロット 0の 2番目のベイ（最初のベイは 0であり、2番目ベイが 1）、
ベイ 1の第 3ポートを意味します。詳細な例は、以下の表を参照してください。

表 7 :スロット、サブスロットベイ、ポート番号

ポートベイスロット3タプルの例

第 3第 200/1/2

第 2第 100/0/1

第 2第 211/1/1

•スロット/ベイは、左から右に上から下に番号付けされます。

• 2個の USBポートの名前は USB0および USB1です。スロット、ベイの番号はありませ
ん。

USB0および USB1を使用してフラッシュドライブを挿入できます。（注）

スロット番号

スロット番号は、0、1、2です。

スロット 0について

次は、スロット 0の主要機能です。

•スロット 0は統合ポートおよび NIM用に予約されており、SMまたは NIMに使用できま
す。

• NIMの番号は、それらが位置する最初のスロットの番号で指定されます。ダブルワイド
SMは 2個のスロットを占有しますが、指定に使用されるのは左端のスロット番号のみで
す。

• 10個の GEポート（またはネイティブインターフェイスポート）が、常にスロット 0お
よびベイ 0に存在します。ポートの名前は Gigabitethernet 0/0/0、Gigabitethernet 0/0/1、
Gigabitethernet 0/0/2、Gigabitethernet 0/0/3 ...です（特定のルータでサポートされるポート
数まで）。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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サブスロットおよびベイの番号付け

•統合デバイス（統合ポートまたは FPGE）と NIMは、ベイ 0の固定セクションにありま
す。

•統合デバイスと統合 NIMがベイ 0を使用するため、マザーボードの NIMベイはベイ 1か
ら始まります。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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第 2 章

設置の準備

この章ではプラットフォームの設置前に満たす必要がある推奨事項や要件など、設置前の情報

について説明します。作業を開始する前に、出荷時の損傷がないかどうか、すべての項目を調

べます。損傷が見つかった場合、またはプラットフォームの設置や設定に問題がある場合に

は、製品を購入された代理店に連絡してください。

•標準の警告文（19ページ）
•安全に関する推奨事項（23ページ）
•一般的な設置場所の要件（25ページ）
•ラックに関する要件（26ページ）
•ルータの環境要件（27ページ）
•電源に関する注意事項と要件（27ページ）
•ネットワークケーブル接続の仕様（28ページ）
•設置およびメンテナンス作業に必要な工具および機器（30ページ）

標準の警告文
ここでは、警告の定義について説明し、重要な安全上の警告をトピック別に示します。

装置の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意

してください。設置手順を読んでから、システムを使用、取り付け、または電源に接続してく

ださい。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置の安全についての警

告を参照してください。

注：これらの注意事項を保管しておいてください。ステートメント 1071

警告

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
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一般的な安全上の警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 9001
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。保護装置の定格電流が 20 A以下であることを確認します。ステートメント 1005
警告

この装置には複数の電源コードが取り付けられている場合があります。すべての接続を取り外

し、装置の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

制限区域

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入り制限区域に

は、熟練者、教育を受けた担当者、または資格保持者しか入れません。ステートメント 1017

警告

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

警告

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

クラス Iおよびクラス 1Mのレーザー

目に見えないレーザ放射があります。望遠鏡を使用しているユーザーに光を当てないでくださ

い。クラス 1およびクラス 1Mまたはその一方のレーザー製品。ステートメント 1055

警告
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未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可

能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕

微鏡など）を使用し、100 mm以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。ステートメント 1056

警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。ステートメント 1022
警告

ブランクの前面プレートとカバーパネル

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。感電および
火災のリスクを軽減すること、他の装置への電磁波干渉（EMI）の影響を防ぐこと、および
シャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべてのカード、前

面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用してください。ス

テートメント 1029

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

TNVに接触しないように、シャーシを開く前に電話線を取り外してください。ステートメン
ト 1041

警告

バスタブ、洗面台、台所のシンク、洗濯機の周辺や、湿度の高い地下室、スイミングプールの

近くなど、水のある場所の近くでは、この製品を使用しないでください。ステートメント1035
警告
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ユーザーが保守できる部品はない

内部には保守できる部品はありません。感電の危険を避けるため、開かないでください。ス

テートメント 1073

警告

雷雨時には電話（コードレス型を除く）を使用しないでください。雷によって感電する危険性

があります。ステートメント 1038
警告

ガス漏れを報告するには、ガス漏れの近くで電話を使用しないでください。ステートメント
1039

警告

シャーシとアースの接続

感電を避けるため、通常の使用中、この装置のシャーシは永久接続により接地する必要があり

ます。ステートメント 0445

警告

高タッチ/リーク電流：通信ネットワーク接続の前に、保護アースを恒久的に接続する必要が
あります。ステートメント 1100

警告

電源端子、カバーの交換

電源端子には危険な電圧またはエネルギーが出ている場合があります。感電のリスクを軽減す

るため、端子が使用されていない場合は常にカバーを交換し、カバーが設置されている場合

は、非絶縁導体に触れないようにしてください。ステートメント 1086

警告

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。

熟練者/資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを受けているか経験があり、機器
を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメント 1089

警告

この機器の設置、交換、または修理は、熟練者のみが実施できます。熟練者の説明について

は、「ステートメント 1089」を参照してください。ステートメント 1090
警告
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この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。熟練者の説明については、「ステートメント1089」を参照してください。ステートメント
1091

警告

安全に関する推奨事項
全般的な安全を確保するために、次の注意事項に従ってください。

•一人で持ち上げるには重すぎる可能性があるものを、持ち上げようとしてはなりません。
•設置中および設置後は、シャーシ付近を清潔で埃がない状態に保ってください。
•シャーシカバーを取り外す場合は、安全な場所に置いてください。
•工具およびシャーシ部品が通行の妨げにならないようにしてください。
•シャーシに引っ掛かるような衣服は着用しないでください。ネクタイまたはスカーフは
しっかりと締め、袖はまくり上げてください。

•目を負傷する可能性がある状況で作業する場合は、保護眼鏡を着用してください。
•人身事故や装置障害を引き起こす可能性のある作業は行わないでください。

電気機器の安全な取り扱い

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•作業する室内の緊急電源遮断スイッチの場所を確認してください。電気事故が発生した場
合、迅速に電源をオフにすることができます。

•次の作業を行う前に、すべての電源をオフにしてください。

•シャーシの設置または取り外し

•電源の近くでの作業

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、すり減った電源コード、保護
アースの不備などがないかどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されていると思い込まず、常にチェックしてください。

•内部電源の格納場所を開かないでください。

•他者に電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。
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•負傷しないように注意してください。

•デバイスに対する電源をオフにしてください。

•可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、被害
者の状態を見極めてから助けを呼んでください。

•負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施し
てください。

さらに、電源から切断されていても、電話回線またはネットワーク配線に接続されている装置

を扱う場合には、次の注意事項に従ってください。

•雷が発生しているときには、電話線の接続を行わないでください。

•ジャックが特別に設計されている場合を除き、電話のジャックを水気のある場所では設置
しないでください。

•電話回線がネットワークインターフェイスから切り離されていない限り、絶縁されていな
い電話ケーブルや端子には、触れないでください。

•電話回線の設置または変更は、十分注意して行ってください。

•シャーシを開く前にすべての取り付け済み電源装置から電源コードを抜きます。

静電破壊の防止

静電放電（ESD）によって機器が損傷し、電子回路に不具合が生じる可能性があります。静電
破壊は電子プリントサーキットカードの取り扱いが不適切な場合に発生し、故障または間欠

的な障害をもたらします。モジュールの取り外し時および交換時には、必ず以下の ESD保護
手順に従ってください。

•ルータのシャーシが電気的にアースに接続されていることを確認してください。
•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。クリップをシャーシ
フレームの塗装されていない面に接続し、好ましくない ESD電圧を確実にアースに導き
ます。静電破壊と感電を防ぐために、リストストラップとコードは効果的に使用する必要

があります。

•リストストラップを使用できない場合、シャーシの金属部分に触れることで自分自身を
アースしてください。

機器の安全を確保するために、静電気防止用リストストラップの抵抗値を定期的にチェックし

てください。抵抗値は 1～ 10 M Ω（メガオーム）でなければなりません。
注意
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一般的な設置場所の要件
このセクションでは、ルータの設置と操作を安全にするために設置場所が満たす必要がある要

件について説明します。設置前に、設置場所の準備が適切であることを確認します。既存の機

器でシャットダウンや異常に多いエラーが発生している場合、このセクションで提供されるガ

イドラインは、障害の原因を特定し、今後の問題を防ぐためにもこの項は役立ちます。

一般的な注意事項

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの使用または作業時には、次の注意事項
に従ってください。

•システムコンポーネントをラジエータや熱源の近くに置かないでください。また、通気口
をふさがないでください。

•コンポーネントの上に食べ物や液体をこぼさないでください。また、水気のある環境で本
製品を操作しないでください。

•システムコンポーネントの開口部には、何も押し込まないでください。内部コンポーネン
トがショートして火災や感電の原因となる可能性があります。

•システムケーブルおよび電源コードの位置に注意してください。踏みつけたり、つまずい
たりすることがないように、システムケーブルおよび電源コードを引き回して接続する必

要があります。システムコンポーネントのケーブルや電源コードの上に、何も載っていな

いようにする必要があります。

•電源ケーブルとプラグを改造しないでください。設置場所に電気的な変更を加える場合に
は、資格のある電気技術者または電力会社にお問い合わせください。必ず、地域および国

の配線規則に従ってください。

•システム電源の切断後、再投入する場合は、システムコンポーネントの損傷を防ぐため
に、30秒以上の間隔を置いてください。

設置場所の選択に関する注意事項

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、特定の環境の動作条件がありま
す。温度、湿度、高度、および振動がルータのパフォーマンスおよび信頼性を左右する可能性

があります。次に、適切な動作環境を準備できるように、固有の情報を示します。

設置環境の条件

ルータの環境モニタリングは、過電圧や過熱状態による損傷からシステムおよびコンポーネン

トを保護します。正常なシステム動作を維持し、不要なメンテナンスの手間を省くには、設置

作業を行う前に、設置環境の条件を整えておく必要があります。設置後は、設置場所で必要な

環境特性が維持されるようにしてください。
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表 8 :ルータの環境許容値

最大最小環境特性

40 °C

（10,000フィートで 40 °C）

0 °C安定した動作

（6,000フィートで 55 °C）-5 °C短期

C8300-2N2S-4T2X|6T NEBSバージョ
ンにのみ適用

（注）

+70 °C-40 °Cストレージ

90 %10 %動作時の湿度（結露しないこと）

95 %5 %非動作時の湿度（結露しないこと）

10,000フィート-500フィート動作時の高度：許容温度範囲（0～ 40 °C）内

60,000フィート-500フィート非動作時の高度：許容温度範囲内

+70 °C-40 °C12分間の熱衝撃：非動作時

寸法および重量

適切な場所にシステムを配置できるように、CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォー
ムの物理特性を理解しておいてください。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの物理仕様の詳細については、Cisco
Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのデータシートを参照してください。

ラックに関する要件
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、19インチラックで使用するブラ
ケットが含まれます。また、注文で指定した場合、23インチラックに使用するオプションの大
きなブラケットが含まれます。

次の情報は、機器のラック構成を計画するときに役立ちます。

•メンテナンスのために、ラックの周囲にスペースを確保してください。

•閉鎖型ラックには、適切な通気が必要です。各デバイスから放熱されるため、ラックに詰
め込みすぎないようにしてください。冷気が回るように、閉鎖型ラックにはルーバーが付

いた側面とファンが必要です。ラックの下部にある機器による放熱は、上部にある機器の

吸気口に流れ込む可能性があります。

•シャーシをスライドに設置する場合、ラックに設置するときにシャーシの位置を確認して
ください。
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ルータの環境要件
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームは、デスクトップに配置することも、
ラックに設置することもできます。ルータの位置と機器ラックまたは配線室のレイアウトは、

適切な動作のために非常に重要な考慮事項です。配置が近すぎる機器、不適切な通気、および

アクセスできないパネルによって、誤動作やシャットダウンが生じ、メンテナンスが困難にな

る可能性があります。ルータの前面パネルおよび背面パネルの両方にアクセスできるように計

画してください。

設置場所のレイアウトおよび機器の位置を計画するときは、「一般的な設置場所の要件」セク

ションを参照してくださ現在、既存の機器にシャットダウンや異常に多いエラー数が発生して

いる場合、障害の原因を分離し、今後の問題を回避するためにこれらの注意事項と推奨事項が

役に立つ可能性があります。

•ルータが動作する室内に適切な空気循環を確保します。電子機器は放熱します。適切な空
気循環がなければ、室温では許容可能な動作温度まで機器が冷えない可能性があります。

•静電気防止手順に従って、装置の損傷を防いでください。静電放電による損傷によって、
即時または断続的な機器障害が発生する可能性があります。

•シャーシカバーとモジュールの背面パネルは必ず閉じてください。すべての空のネット
ワークモジュールスロット、インターフェイスカードスロット、および電源ベイには、

フィラーパネルを装着する必要があります。シャーシは、特別に設計された冷却スロット

を通じて冷気が流れ込むように設計されています。カバーを付けていないシャーシは空気

が漏れ、内部コンポーネントの空気循環が妨げられ、減る可能性があります。

•隔壁は吸気と排気を分けることに役立ちます。隔壁は、シャーシから冷気を取り込むこと
にも役立ちます。隔壁は、シャーシ内に冷気を行き渡らせるためにも有効です。さまざま

な構成を実験することで、最適な配置を見つけることができます。

•ラック（特に密閉型ラック）に設置された機器に障害が発生した場合、その機器を個別に
操作してみてください。そのラック（および隣接するラック）内にある他の機器の電源を

切ることで、最大の冷気とクリーン電力でルータをテストできます。

電源に関する注意事項と要件
設置場所の電源を調べ、クリーンな電力（スパイクやノイズのない電力）が供給されているこ

とを確認してください。必要に応じて、電力調整器を取り付けてください。

AC電源には次の機能があります。

• 110 Vまたは 220 Vの動作を自動選択します。

•すべてのユニットには 1.8 m（6フィート）の電源コードが含まれます電源口付近のラベ
ルに、ユニットの正しい電圧、周波数（AC電源システムだけ）、および電流引き込みが
記載されています。
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電力要件の詳細については、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのデータ
シートを参照してください。

ネットワークケーブル接続の仕様
このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの設置に必要な
ケーブルについて説明します。

コンソールポートの考慮事項

デバイスには非同期シリアルコンソールポートが含まれます。コンソールポートに接続された

コンソール端末を使用して、デバイスにローカルにアクセスします。このセクションでは、デ

バイスをコンソール端末に接続する前に考慮する必要がある、重要なケーブル接続情報につい

て説明します。

フロー制御によって、送信側デバイスと受信側デバイス間のデータ伝送のペースが調整されま

す。フロー制御によって、送信側デバイスが追加データを送信する前に、受信側デバイスは送

信されたデータを取り込むことができます。受信側デバイスのバッファに空きがない場合、

メッセージが送信側デバイスに送信され、バッファ内のデータが処理されるまで伝送は一時停

止されます。コンソール端末は、高速モデムよりも低速でデータを送信します。そのため、コ

ンソールポートはコンソール端末との併用に最適です。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには EIA/TIA-232非同期（RJ-45）および
USB 5ピンミニタイプ B、2.0準拠シリアルコンソールポートの両方があります。適切な終端
のシールド USBケーブルが推奨されます。

（注）

EIA/TIA-232

使用されているケーブルとアダプタによって、このポートはケーブルの終端でDTEまたはDCE
デバイスと見なされます。一度に 1つのポートだけを使用できます。

コンソールポートのデフォルトパラメータは、9600ボー、8データビット、1ストップビッ
ト、およびパリティなしです。コンソールポートはハードウェアフロー制御をサポートして

いません。

USBシリアルコンソール

USBシリアルコンソールポートは、PCの USBコネクタに直接接続します。コンソールポー
トはハードウェアフロー制御をサポートしていません。

必ず適切な終端のシールド USBケーブルを使用してください。（注）
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シリアルコンソールポートのデフォルトパラメータは、9600ボー、8データビット、パリティ
なし、および 1ストップビットです。

Mac OS Xまたは Linuxの場合、特別なドライバは必要ありません。同時にアクティブにでき
るのは 1個のコンソールポートだけです。ケーブルを USBコンソールポートに接続すると、
RJ-45ポートは非アクティブになります。反対に、USBケーブルを USBポートから外すと、
RJ-45ポートはアクティブになります。

USBコンソールポートのボーレートは、1200、2400、4800、9600、19200、38400、57600、
115200 bpsです。

USBコンソール OSの互換性

• Mac OS X Version 10.5.4

• Redhat/Fedora Core 10（カーネル 2.6.27.5-117）

• Ubuntu 8.10（カーネル 2.6.27-11）

• Debian 5.0（カーネル 2.6）

• Suse 11.1（カーネル 2.6.27.7-9）

マイクロUSBタイプBシリアルポートを、RJ-45コンソールポートの代わりとして使用できま
す。Windows 7より前のWindowsオペレーティングシステムでは、USBコンソールポートを
使用する前にWindows USBデバイスドライバをインストールする必要があります。

（注）

ネットワーク接続の準備

デバイスを設置するときは、その地域および国際的に適用される規制の内容に従って、距離制

限と電磁波干渉（EMI）の可能性を考慮してください。

イーサネット接続

IEEEはイーサネット IEEE 802.3標準を規定しました。デバイスは次のイーサネットの実装を
サポートします。

• 1000BASE-T：カテゴリ 5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の 1000
Mb/s全二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。

• 100BASE-T：カテゴリ 5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の 100 Mb/s
全二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。

• 10BASE-T：カテゴリ 5以上のシールドなしツイストペア（UTP）ケーブル上の 10Mb/s全
二重方式伝送。最長 100 m（328フィート）のイーサネットをサポートします。
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設置およびメンテナンス作業に必要な工具および機器

教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。熟練者/資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを
受けているか経験があり、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメン

ト 1089

警告

教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。熟練者/資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを
受けているか経験があり、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメン

ト 1090

警告

教育を受けた担当者および熟練者の定義

教育を受けた担当者とは、熟練者から教育やトレーニングを受け、機器を操作する際に必要な

予防措置を講じられる人です。熟練者/資格保持者とは、機器の技術に関するトレーニングを
受けているか経験があり、機器を操作する際に潜む危険を理解している人です。ステートメン

ト 1091

警告

ルータおよびそのコンポーネントの設置およびアップグレードには、次の道具と機器が必要で

す。

•静電気防止用のコードとリストストラップ

• No.2プラスドライバ

•プラスドライバ：小型 4～ 5 mm（3/16インチ）、中型 6～ 7 mm（1/4インチ）

•モジュールの装着または取り外しのため

•メモリや他のコンポーネントをアップグレードする場合、カバーを取り外すため

•ラックに合うネジ

•ワイヤクリンパ

•シャーシに接続するアース線

• AWG 6（13 mm²）のアース線（NEBS準拠シャーシアースの場合）

• AWG 14（2 mm2）以上のアース線（NEC準拠シャーシアースの場合）
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• AWG 18（1 mm2）以上のアース線（EN/IEC 60950準拠シャーシアースの場合）。

• NEC準拠アースについては、ユーザーが準備する適切な内径 5～ 7 mm（1/4インチ）の
リング端子

さらに、使用する予定のモジュールの種類によっては、外部ネットワークにポートを接続する

ために次の機器が必要です。

• WANおよび LANポート（構成によって異なります）に接続するためのケーブル

•イーサネット（LAN）ポートに接続するために、イーサネットハブまたはネットワーク
インターフェイスカードを搭載した PC。

• 9600ボー、8データビット、1ストップビット、フロー制御なし、およびパリティなしに
設定されているコンソール端末（ASCII端末、または HyperTerminalや同様の端末エミュ
レーションソフトウェアを実行する PC）。

•管理者によるリモートアクセスのために補助ポートに接続するモデム（任意）。

•シリアルインターフェイスに適したデータサービスユニット（DSU）またはチャネル
サービスユニット（CSU）/データサービスユニット（DSU）。

•組み込みの CSUがない CT1/PRIモジュールの場合、外部 CSU。
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第 3 章

取り付けおよび接続

この章では、Cisco Catalyst C8300シリーズエッジプラットフォームを LAN、WAN、および音
声ネットワークにインストールして接続する方法について説明します。

これらのルータは、隣接デバイスが完全な動作状態にある場合、30分以内に起動するように設
計されています。

（注）

次のセクションでは、技術的な詳細情報について説明します。

•安全上の警告（33ページ）
•必要な知識（34ページ）
•はじめる前に（34ページ）
•デバイスの開梱（34ページ）
•デバイスの設置（34ページ）
•デバイスへの電源接続（52ページ）
•コンソール端末またはモデムへの接続（53ページ）
• Silicon Labs USBデバイスドライバのインストール（55ページ）
• WANおよび LANインターフェイスの接続（56ページ）

安全上の警告

クラス Aエミッション要件に適合するために、シールド付き管理イーサネット、CON、AUX
ケーブルをルータで使用する必要があります。

警告

クラスAエミッション要件に適合するために、シールド付きツイストペアT1/E1ケーブルを、
ルータの SPA-8-Port Chnanelized T1/E1 SPA（SPA-8XCHT1/E1）に対して使用する必要があり
ます。EN55022/CISPR22警告文

警告
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必要な知識

CLIコンソールアクセス

ルータのUSBまたは RJ-45コンソールポートを使用して、Cisco Internet Operating System（IOS
XE）のおよび XE SD-WANのコマンドラインインターフェイス（CLI）にアクセスし、構成
タスクを実行します。ターミナルエミュレーションプログラムは、ルータとPC間で通信を確
立する必要があります。手順については、このマニュアルの「コンソール端末またはモデムへ

の接続」セクションを参照してください。

MicrosoftWindowsUSBドライバをインストールしてから、ルータと PCの間に物理的な接続を
確立する必要があります。

（注）

ソフトウェアライセンス

ルータのすべての機能を使用するには、ソフトウェアパッケージを購入する必要があります。

ソフトウェアライセンスの詳細については、『Software ConfigurationGuide for the CiscoCatalyst
C8300 Series Edge Platforms』の「Smart Licensing」セクションを参照してください。

はじめる前に
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームを設置および接続する前に、安全性に関
する警告を読み、次の工具と機器を用意します。必要な工具と機器の詳細については、「工具

および機器」セクションを参照してください。

デバイスの開梱
デバイスを設置する準備が整うまで、モジュールは開梱しないでください。しばらくの間、最

終的な設置場所の準備が整わない場合、不慮の損傷を防ぐために、輸送用の箱にシャーシを保

管しておきます。シャーシを設置する準備が整ったら、開梱を進めます。

注文したシャーシ、アクセサリキット、マニュアル、およびオプションの機器によっては、複

数の箱で納品されることがあります。開梱するときは、納品書を確認して、リストのアイテム

がすべて送付されていることを確認します。

デバイスの設置
C8300-1N1S-4T2X|6Tと C8300-2N2S-4T2X|6Tにネットワークインターフェイスモジュール
（NIM）、サービスモジュール（SM）、着脱可能インターフェイスモジュール（PIM）、およ
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び現場交換可能ユニット（FRU）を取り付ける必要がある場合、デバイスの取り付け前または
取り付け後にそれらを取り付けることができます。理想的には、デバイスの I/O側にアクセス
するときに、これらのモジュールを取り付けることができます。デバイスをラックに取り付け

る前に、内部モジュール、メモリカード、およびファントレイを取り付ける必要があります。

次のいずれかの方法でデバイスを設置することができます。

•シャーシのデスクトップへの設置

•シャーシの壁面への取り付け

•シャーシのラックへの取り付け

C8300-2N2S-4T2X|6Tはラックマウントのみをサポートしており、壁面マウントまたはデスク
トップマウントオプションはサポートしません。

（注）

オン/オフスイッチのあるシステムを扱う際は、事前に電源をオフにして、シャーシにある電
源コードを外しておいてください。ステートメント 1

警告

シャーシの損傷を防ぐために、前面のプラスチックパネルを持ってシャーシを持ち上げたり、

傾けたりしないでください。必ずシャーシの金属の本体の側面を持ってください。

注意

シャーシのデスクトップへの取り付け

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

ステップ 1ゴム製の設置用脚（ラベル 1）をデバイスの下部に取り付けます。脚には、あらか
じめ接着剤が付いています。円でマークされた場所に脚を設置します。

ステップ 2デバイスは、デスクトップ、ベンチトップ、シェルフに設置できます。
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図 12 :

高い音響ノイズが問題となる場所にシャーシを設置しないでください。（注）

デバイスの上部に 4.5 kg（10ポンド）以上のものを置かないでください。また、卓上に複数の
デバイスを重ねて置かないでください。10ポンドを超える過度の配分重量または 10ポンドの
点荷重のものを卓上に置くとシャーシを破損するおそれがあります。

注意

シャーシの取り付けには、シャーシを冷却するために通気をよくする必要があります。デスク

トップにデバイスを設置する場合、冷却気の取入れ口や排気口とは別に、少なくとも 2.54 cm
（1インチ）の空間を空けます。

注意

デバイスの設置後は、シャーシを信頼性の高いアースに接続する必要があります。シャーシの

アース接続手順については、「シャーシのアース接続」の項を参照してください。
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シャーシのラックマウント

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

警告

C8300-1N1S-4T2X|6Tと C8300-2N2S-4T2X|6Tは、19インチ（48.26 cm）EIAおよび 23インチ
（58.42 cm）SouthwesternBell Corporation（SBC）ラックに設置できます。C8300-1N1S-4T2X|6T
と C8300-2N2S-4T2X|6Tは、600 mm ETSIラックに取り付けることもできます。19インチ EIA
ラックにシャーシを設置するには、ルータに同梱されている標準の金具を使用します。23イン
チ SBCラックにシャーシを設置するには、オプションの大きな金具を注文できます。

デバイスは次のように設置できます。

•電源（PS）のマウント：前面パネルを正面に向け、シャーシの電源側にブラケットを取り
付けます。

•中央電源のマウント：電源側を正面に向け、シャーシの中央にブラケットを取り付けま
す。

•中央 I/Oのマウント：I/O側のみを正面に向け、シャーシの中央 I/O側にブラケットを取り
付けます。

• I/Oのマウント：I/O側を正面に向け、シャーシの I/O側にブラケットを取り付けます。

ラックマウントブラケットの取り付け

ネジは締めすぎないようにします。推奨されるトルクは15～18インチポンド（1.7～2.0N-m）
です。

注意

シャーシの取り付けには、シャーシを冷却するために通気をよくする必要があります。注意

付属のネジを使用し、次の図を参照して、シャーシにラック取り付けブラケットを取り付けま

す。No.2プラスドライバを使用します。

C8300-1N1S-4T2X|6Tデバイスにラックマウントブラケットを取り付けるには、次の手順を実
行します。

ステップ 1 装置ラック内のルータの奥行位置を選択します。I/O側と同一面、RFIDバッジ用の I/O側のくぼみ、I/O側
からのミッドマウント、電源側からのミッドマウント。または電源側の同一面。

ステップ 2 ラックマウントブラケットをデバイスの側面の取り付け穴に合わせます。

ステップ 3 #6-32 FHMネジを挿入します。ラックマウントブラケットキットに付属のネジだけを使用してください。
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ステップ 4 15～ 18インチポンド（1.7～ 2.0 N-m）のトルク値でネジを締めます。

図 13 : I/O側マウント用ブラケットの取り付け（C8300-1N1S-4T2X|6T）

19インチブラケット1

23インチブラケット2

#6-32 PHMS3

図 14 :ラックマウントブラケットの取り付け位置

I/O側と同一面（RFIDなし）1

I/O側のくぼみ（RFID用）2
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図 15 :電源マウントブラケットの取り付け（C8300-1N1S-4T2X|6）

I/O側からのミッドマウント1

電源側からのミッドマウント2

電源側の同一面3

ラックマウントブラケットを C8300-2N2S-4T2X|6Tデバイスに取り付けるには、次の手順を実
行します。

ステップ 1 装置ラック内のルータの奥行位置を選択します。I/O側と同一面、RFIDバッジ用の I/O側のくぼみ、I/O側
からのミッドマウント、電源側からのミッドマウント。または電源側の同一面。

ステップ 2 ラックマウントブラケットをデバイスの側面の取り付け穴に合わせます。

ステップ 3 #8-32 FHMネジを挿入します。ラックマウントブラケットキットに付属のネジだけを使用してください。

ステップ 4 15～ 18インチポンド（1.7～ 2.0 N-m）のトルク値でネジを締めます。
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図 16 : I/O側マウントブラケットの取り付け（C8300-2N2S-4T2X|6T）

19インチブラケット1

23インチブラケット2

#8-32 FHMネジ3
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図 17 : I/O中央マウントブラケットの取り付け（C8300-2N2S-4T2X|6T）

I / O側と同一面1

電源側からのミッドマウント2

図 18 :電源マウントブラケットの取り付け（C8300-2N2S-4T2X|6T）

電源側からのミッドマウント1
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電源側の同一面2

シャーシのラックへの取り付け

ラックマウントブラケットをシャーシに取り付けたら、ネジを使用してシャーシをラックに設

置します。

C8300-2N2S-4T2Xはラックマウントのみをサポートしており、壁面マウントまたはデスクトッ
プマウントオプションはサポートしません。

（注）

19インチ EIAブラケットおよび 23インチブラケットの両方に対して、まず下側の 2つのネジ
を少し締め、下側のネジでブラケットを支えている間に、上側の 2つのネジを挿入します。

ヒント

金具のネジ穴は、ラックのネジ穴の1個おきのペアに合わせて間隔が開いています。正しいネ
ジ穴を使用すると、金具の小さなネジ穴がラックの未使用のネジ穴とそろいます。小さな穴が

ラックの穴とそろわない場合、次のラックの穴に合わせて金具を上下する必要があります。

ヒント

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保す

るために、次のガイドラインを守ってください。

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に
取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装
置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。ステートメント 1006

警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステートメ

ント 1032

警告

下図に、ラックへのシャーシの一般的なラックマウントを示します。
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ステップ 1.装置ラックの目的の位置を確認します。

ステップ 2ラックマウントブラケットの穴と機器フレームの取り付け穴を合わせます。

ステップ3.機器フレームに適した取り付けネジを使用してデバイスを固定します。ラックマウ
ントブラケットは #12-24 PHMネジ用に設計されています。

ステップ 4.機器に適したトルク値でネジを締めます。

図 19 : I/Oフラッシュマウント、RFIDなし（C8300 1N1S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1

図 20 : RFID付き I/Oマウント（C8300 1N1S-4T2X|6T）
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ラックマウントネ

ジ

1

図 21 : I/O側からのミッドマウント（C8300-1N1S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1

下図に、ラックへのシャーシの一般的なラックマウントを示します。

ステップ 1.装置ラックの目的の位置を確認します。

ステップ 2ラックマウントブラケットの穴と機器フレームの取り付け穴を合わせます。

ステップ3.機器フレームに適した取り付けネジを使用してデバイスを固定します。ラックマウ
ントブラケットは #12-24 PHMネジ用に設計されています。

ステップ 4.機器に適したトルク値でネジを締めます。
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図 22 :電源側からのミッドマウント（C8300-1N1S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1

図 23 :電源のサイドマウント（C8300 1N1S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1
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図 24 :ラック内の I/Oマウント（C8300 2N2S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1

図 25 : I/O側からのミッドマウント（C8300 2N2S-4T2X|6T）
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ラックマウントネ

ジ

1

図 26 :電源側のマウント（C8300 2N2S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1
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図 27 :電源側からのミッドマウント（C8300 2N2S-4T2X|6T）

ラックマウントネ

ジ

1

Cisco Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームを壁面に取
り付ける

C8300-1N1S-4T2X|6Tのみが壁面に取り付けられるように設計されています。C8300-2N2S-4T2X|6T
は壁面取り付けられるように設計されていません。

注意

C8300-1N1S-4T2X|6Tを壁に取り付ける場合は、常にデバイスの側面を下向きにしてください。
I/O側と電源側は、ファンの吹き出し口とケーブル導入口が左または右に向くようにする必要
があります。I/O側または電源は下向きにしないでください。

注意

シャーシの取り付けには、シャーシを冷却するために通気をよくする必要があります。注意

ステップ 1壁面マウントキット（#6-32 X 0.44インチ PHMS）に付属の金具のみを使用して、
デバイスの側面にラックマウントブラケットを取り付けます。
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ステップ2ラックマウントブラケットのラック取り付け部の外面（通常は装置ラックに取り付
ける部分）をルータの側面に当てます。付属のスペーサを使用して、ネジをはめ込むための大

きな穴を小さな穴に合わせます。

ステップ 3下図に示すように、ブラケットを互いに対角線上に配置する必要があります。

ステップ 4トルク値 15〜 18インチポンドでネジを締めます。（1.7〜 2.0 N-m）。

ステップ 5 #6または 4 mmの金具を使用して、ブラケットを壁面に取り付けます。ブラケット
ごとに少なくとも 4本、合計 8本のネジを使用する必要があります。ネジの長さは 1インチ
（25.4 mm）以上である必要があります。

お客様側で適切な金具を用意します。各マウントブラケットには、取り付け留め具に使用でき

る 8つの穴があります。
（注）

ステップ 6 コネクタまたは取り付け金具を引っ張らないようにケーブルを配線します。

図 28 :壁面マウントブラケットの取り付け（C8300-1N1S-4T2X|6T）

19インチブラケット1

プラスチックスペーサ2

#6-32 PHMS3
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図 29 : C8300-1N1S-4T2X|6Tの壁面取り付け

お客様側で用意した壁面取り付けハードウェア1

シャーシの接地

デバイスの設置後は、シャーシを信頼性の高いアースに接続する必要があります。

シャーシのアース接続

この装置は、接地させる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正し

く取り付けられていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっき

りしない場合には、電気検査機関または電気技術者に確認してください。ステートメント1024

警告

シャーシを適切なアースに接続する必要があります。アース線は、地域の安全基準に従って取

り付ける必要があります。

•アースとしては、アクセサリキットに同梱されているサイズ 6 AWG（13 mm²）の銅線お
よびアースラグを使用します。

この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に
適しています。また、共通ボンディング網（CBN）の一部としての設置にも適しています。

（注）
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• NEC準拠アースの場合は、14 AWG（2 mm²）以上のサイズの銅線とユーザーが準備する
適切な内径 5～ 7 mm（1/4インチ）のリング端子を使用してください。

• AWG 10（4 mm²）以上のアース線（EN/IEC 60950-1と EN/IEC 62368-1に準拠したシャー
シアースの場合）。

アース線のサイズは、地域および国内の設置要件に従ってください。上記の推奨 AWG値は、
NEBS準拠、NEC準拠、EN/IEC 60950-1、EN/IEC 62368-1のそれぞれの最小要件であり、推奨
AWG値が高いほど優先順位が高くなります。これは、NEBSが必要ない場合に限り、AWG 10
が最小要件であることを意味しています。シャーシからラックアースまたは共通ボンディング

網（CBN）に直接アース接続する場合、必ず市販の 6-AWGアース線を使用することを推奨し
ます。アース線の長さは、スイッチとアース設備の間の距離によって決まります。

（注）

デバイスにアース接続を取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 アースラグまたはアース端子に合わせて、アース線の端の被覆を必要な長さだけ取り除きます。

•アースラグの場合：約 0.75インチ（20 mm）

•ユーザーが用意したリング端末の場合：必要に応じて

ステップ 2 適切なサイズのクリンパを使用して、アース線をアースラグまたはリング端末に圧着します。

ステップ 3 アースラグまたはリング端子をシャーシに取り付けます（「シャーシのアース接続」セクションを参照）。
アースラグの場合は、非脱落型ロッキングワッシャ付きのネジを 2個使います。リング端子の場合は、付
属ネジを 1個使います。8～ 10インチポンド（0.9～ 1.1ニュートンメートル）のトルクでネジを締めま
す。
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図 30 : C8300 1N1S-4T2X|6Tのシャーシアース接続

アースラグ1

図 31 : C8300 2N2S-4T2X|6Tのシャーシアース接続

ステップ 4 アース線の反対側の端を、確実にアースできる接地点に接続します。

アースラグ1

デバイスへの電源接続
このセクションでは、デバイスに電源を接続する手順について説明します。
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この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

設置は、設置場所に適用される必須の電気工事規格すべてに準拠する必要があります。（注）

デバイスがAC電源を使用する場合、過電流保護機能付きの15A、120VAC（10A、240VAC）
回路に接続します。

AC電源の入力電圧の許容限度は 90および 264 VACです。（注）

この製品は、設置する建物に電力サージ保護機構が備わっていることを前提に設計されていま

す。電磁適合性と安全性に関する Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、AC電源供
給装置に外部サージ保護デバイス（SPD）を取り付ける必要があります。

（注）

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。保護装置の定格電流が 20 A以下であることを確認します。ステートメント 1005
警告

コンソール端末またはモデムへの接続
Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、非同期シリアルポートがあります。こ
れらのポートには、ルータに対するローカル（コンソール端末または PCによる）の管理アク
セスが用意されています。Cisco IOSCLIを使用してルータを設定するには、ルータコンソール
ポートと端末または PCとの間に接続を確立する必要があります。

ローカルまたはリモート接続を確立するには、次のケーブルとアダプタを使用します。
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表 9 :ローカルおよびリモート接続

セクションケーブルポートタイプ

Microsoft Windowsによるシリ
アルポートへの接続

EIA RJ-451.シリアル（RJ-45）

USB 5ピンミニUSBタイプ B
から USBタイプ A

2.シリアル（USB）

Mac OS Xでのコンソールポートへの接続
ここでは、Mac OS Xシステム USBポートを組み込みの OS Xターミナルユーティリティを使
用してコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Finderを使用して、[Applications] > [Utilities] > [Terminal]を選択します。

ステップ 2 OS X USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、OS X USBポート番号を検索します。

例：

macbook:user$ cd /dev
macbook:user$ ls -ltr /dev/*usb*
crw-rw-rw- 1 root wheel 9, 66 Apr 1 16:46 tty.usbmodem1a21 DT-macbook:dev user$

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

macbook:user$ screen /dev/tty.usbmodem1a21 9600

ターミナルウィンドウから OS X USBコンソールの接続を解除するには
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Ctrl+Aに続けて Ctrl+\を入力します

Linuxでのコンソールポートへの接続
ここでは、LinuxシステムUSBポートを組み込みのLinuxターミナルユーティリティを使用し
てコンソールに接続する方法について説明します。

ステップ 1 Linuxのターミナルウィンドウを開きます。

ステップ 2 Linux USBポートをルータに接続します。

ステップ 3 次のコマンドを入力して、Linux USBポート番号を検索します。

例：

root@usb-suse# cd /dev
root@usb-suse /dev# ls -ltr *ACM*
crw-r--r-- 1 root root 188, 0 Jan 14 18:02 ttyACM0
root@usb-suse /dev#

ステップ 4 次のコマンドに続けてルータの USBポート速度を指定して、USBポートに接続します。

例：

root@usb-suse /dev# screen /dev/ttyACM0 9600

ターミナルウィンドウから Linuxコンソールの接続を解除するには

Ctrl+Aに続けて :を入力し、それから quitと入力します

Silicon Labs USBデバイスドライバのインストール
ここでは、次の内容について説明します。

Silicon Labs Windows USBデバイスドライバのインストール

ステップ 1 Silicon LabsのWebサイト（ www.silabs.com/developers/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers?tab=downloads）にアク
セスし、[CP210x Universal Windows Driver]をクリックします。

ステップ 2 ダウンロードしたフォルダを解凍し、システム構成に合わせてインストーラを選択します。デバイスドラ
イバのインストールウィザードが開始されます。

ステップ 3 インストールウィザードで [Next]をクリックし、[Finish]をクリックしてインストールを完了します。

ステップ 4 システムでデバイスマネージャを開き、[Ports（COM & LPT）]ドロップダウンをクリックします。
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ステップ 5 USBコンソールケーブルと電源をシステムに挿入します。デバイスマネージャが更新され、新しく検出さ
れた COMポートが示されます。

ステップ 6 ターミナルエミュレータを開き、接続タイプに [Serial]を選択します。[Serial Line]と [Speed]（または [Baud
Rate]）の値を入力します。

ステップ 7 [Open]をクリックします。

ステップ 8 ターミナルエミュレータが開きます。[Enter]をクリックして、コンソール出力の応答を表示します。

USBコンソールを使用する準備が整いました。

Silicon Labs Mac USBデバイスドライバのインストール

ステップ 1 Silicon LabsのWebサイト（www.silabs.com/developers/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers?tab=downloads）にアク
セスし、[CP210x VCP Mac OSX Driver]をクリックします。

ステップ 2 [Downloads]フォルダをクリックし、[macOS_VCP_Driver]フォルダをクリックしてから、
[SiLabsUSBDriverDisk.dmg]プログラムをダブルクリックします。

ステップ 3 [Install CP210X VCP Driver]をクリックしてから、[Open]をクリックします。ドライバのインストーラが起
動します。

ステップ 4 インストーラの指示に従います。[Continue]をクリックし、一番下までスクロールして [Continue]をクリッ
クし、[Agree]をクリックします。

ステップ 5 [Continue]をクリックして、パスワードを入力します。次に、[InstallHelper]をクリックし、[Close]をクリッ
クします。

ステップ 6 USBコンソールケーブルと電源をシステムに挿入します。

ステップ 7 ターミナルを開き、「cd/dev」と入力してから、「ls-ltr」と入力します。シリアルポート
tty.SLAB_USBtoUARTが表示されます。

ステップ 8 「screen/dev/tty.SLAB_USBtoUART <baudrate>」と入力して、コンソール出力を確認します。出力がない場
合、最初に Enterキーを押すと、応答が表示されます。

USBコンソールを使用する準備が整いました。

WANおよび LANインターフェイスの接続
このセクションでは、WANおよびLANインターフェイスケーブルの接続方法について説明し
ます。インターフェイスケーブルを接続する前に、次の警告文を参照してください。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
56

取り付けおよび接続

Silicon Labs Mac USBデバイスドライバのインストール

https://www.silabs.com/developers/usb-to-uart-bridge-vcp-drivers?tab=downloads


ポートとケーブル接続

この接続の概要の詳細については、Cisco.comの『CiscoModular Access Cable Specifications』を
参照してください。

表 10 : WAN、LAN、および音声接続

ケーブル接続：ポートの種類、色
1

ポートまたは接続

カテゴリ 5以上のイーサネットイーサネットハブまたはイーサ

ネットスイッチ

RJ-45、黄イーサネット

RJ-48 T1/E1RJ-48S to RJ-48S
TERJ-48S to RJ-48S NTRJ-48S to
RJ-48S T1RJ-48S to bareRJ-48S to
BNCRJ-48S to twinaxialケーブル
RJ-48S to DB-15RJ-48S to DB-15 null

T1または E1ネットワーク外部
T1 CSUまたはその他の T1機器

RJ-48C/CA81ARJ-48S、
薄茶

T1/E1 WANxCE1T1-PRI

75 Ω同軸ケーブルT3ネットワーク、CSU/DSU、ま
たは他の T3/DS3機器

BNCコネクタT3/DS3/E3 WAN

シグナリングプロトコル

（EIA/TIA-232、EIA/TIA-449、
V.35、X.21、EIA-530）およびシリ
アルポート動作モード（DTEまた
は DCE）に適合する Ciscoシリア
ルトランジションケーブル。2

CSU/DSUおよびシリアルネッ
トワークまたは機器

60ピン D-sub、青Ciscoシリアル

CSU/DSUおよびシリアルネッ
トワークまたは機器

Ciscoスマートコンパ
クトコネクタ、青

Ciscoスマートシリアル

適用可能なデータシートに指定さ

れている光ファイバ

1000BASE-SX、-LX、-LH、
-ZX、-CWDM

LC、光の波長に応じた
色

ギガビットイーサネット

SFP、光ファイバ

カテゴリ 5、5e、6 UTP1000BASE-TRJ-45ギガビットイーサネット

SFP、銅線

1
ケーブルの配色はシスコのケーブルに固有の色です。

2
ケーブルの選択方法については、『Cisco Modular Access Router Cable Specifications』を参照してください。

接続手順および注意事項

•各WANおよび LANをシャーシの適切なコネクタ、またはネットワークモジュールまた
はインターフェイスカードに接続します。

•コネクタに負担がかからないように、注意してケーブルを配線します。

•ケーブルが絡まないように、ケーブルを束にして整理します。

•経路と曲げ半径が安全な範囲になるようにケーブルの配線を確認します。必要に応じて
ケーブルの配線を調整します。
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•サイトの要件に従ってケーブルタイを装着します。

ケーブルのピン配置については、『Cisco Modular Access Cable Specifications』を参照してくだ
さい。

デバイスを設置してケーブルを接続したら、基本設定でデバイスを設定できます。デバイスの

設定方法の詳細については、『Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームソフト
ウェアコンフィギュレーションガイド』を参照してください。

（注）
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第 4 章

内部コンポーネントと現場交換可能ユニッ

トの取り付け

このマニュアルでは、 Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの内部コンポーネ
ントと現場交換可能ユニット（FRU）を装着する方法について説明します。装着についての情
報は、次のセクションにあります。

•安全上の警告（59ページ）
•内部コンポーネントの配置とアクセス（61ページ）
• DDR DIMMの取り外しと交換（64ページ）
•電源の取り外しと交換 （67ページ）
• CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム用ファントレイの交換 （91ページ）
• SFPモジュールと SFP+モジュールの取り付けおよび取り外し（95ページ）
• USBフラッシュトークンメモリスティックの取り外しと交換（98ページ）
• M.2 USB|NVMeモジュールの取り外しおよび取り付け（100ページ）
• M.2 USB|NVMeモジュールの取り外し（100ページ）
• M.2 USB|NVMeモジュールの取り付け（101ページ）
•自己暗号化ドライブの管理（102ページ）

安全上の警告

高タッチ/リーク電流：通信ネットワーク接続の前に、保護アースを恒久的に接続する必要が
あります。

警告

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告
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感電を避けるため、通常の使用中、この装置のシャーシは永久接続により接地する必要があり

ます。ステートメント 0445
警告

感電または火災のリスクを軽減するため、容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組

み込む必要があります。ステートメント 1022
警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告

未終端の光ファイバの末端またはコネクタから、目に見えないレーザー光が放射されている可

能性があります。光学機器で直接見ないでください。ある種の光学機器（ルーペ、拡大鏡、顕

微鏡など）を使用し、100 mm以内の距離でレーザー出力を見ると、目を傷めるおそれがあり
ます。ステートメント 1056

警告

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。熟練者の説明については、「ステートメント 1089」を参照してください。
警告

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。熟練者の説明については、「ステートメント1089」を参照してください。ステートメント
1090

警告

この機器の設置、交換、または修理は、教育を受けた担当者または熟練者のみが実施できま

す。熟練者の説明については、「ステートメント1089」を参照してください。ステートメント
1091

警告

プラガブル型の光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠
に関する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10と 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。ステートメント 1255

警告
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内部コンポーネントの配置とアクセス
下図は、マザーボード上の内部コンポーネントの位置を示しています。内部モジュールには、

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの DIMMが含まれます。

デバイスの内部コンポーネントにアクセスするには、最初にシャーシカバーを取り外す必要が

あります。デバイスのシャーシカバーを取り外して交換する方法については、シャーシカバー

の取り付けと取り外しに関するセクションを参照してください。

図 32 : C8300-1N1S-4T2X|6Tの内部コンポーネントの位置

モジュール番号

ファントレイ1

DIMM2
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図 33 : C8300-2N2S-4T2X|6Tの内部コンポーネントの位置

モジュール番号

DIMM1

シャーシカバーの取り外しと付け直し

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには着脱式のカバーがあります。カバー
を取り外す前に、次の手順を実行します。

•カバーを外した状態でデバイスを実行しないでください。カバーなしでシャーシを使用す
ると、ルータが急速に過熱状態になる可能性があります。

• TNVに接触しないように、シャーシを開く前に電話線を取り外してください。ステート
メント 1041

•すべての電源ケーブルを外します。

•ラックからデバイスを取り外します。

次の作業には、No.2プラスドライバを使用します。

シャーシカバーの取り外し

カバーを取り外すには、次の手順に従います。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」を読み、電源を切断します。
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ステップ 2 デバイスの電源がオフで、電源装置から外されていることを確認します。冗長電源を使用している場合、
冗長電源の接続を外します。

ステップ 3 シャーシを平らな場所に置きます。

ステップ 4 C8300-1N1S-4T2X|6Tの場合、11本のカバーネジを取り外します。C8300-2N2S-4T2X|6Tの場合、6本のカ
バーネジを取り外します。

ステップ 5 カバーをまっすぐ持ち上げます。

カバーの交換

シャーシカバーを交換するには、次の手順に従います。

ステップ 1 シャーシを平らな場所に置きます。

ステップ 2 カバーを真下に下げ、側面フランジがシャーシに挿入されていることを確認します。EMCガスケットを損
傷しないように注意する必要があります。

ステップ 3 C8300-1N1S-4T2X|6Tの場合、11本のカバーネジを取り付けます。C8300-2N2S-4T2X|6Tの場合、6本のカ
バーネジを取り付けます。

図 34 : C8300-1N1S-4T2X|6Tへのカバーの取り付け

シャーシカ

バー

1
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ネジ2

シャーシ3

図 35 : C8300-2N2S-4T2X|6Tへのカバーの取り付け

シャーシカ

バー

1

ネジ2

シャーシ3

DDR DIMMの取り外しと交換
DIMMにアクセスするには、モジュールへのアクセスとモジュールの取り付けに関するセク
ションの説明に従ってシャーシカバーを取り外します。
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DIMMの取り外しまたは装着時には、常に静電気防止用リストストラップを肌に密着させて
着用してください。リストストラップの装置側をシャーシの金属部分に接続します。

注意

DIMMを扱う場合は、必ず端を持ってください。DIMMは静電気の影響を受けやすいコンポー
ネントなので、扱いを誤ると損傷するおそれがあります。

注意

DIMMの位置と向き
DIMM挿入側には、挿入方向を間違えないように方向ノッチがあります。次のイメージに、
DIMMの方向ノッチを示します。

図 36 : DIMMと方向ノッチ

方向ノッ

チ

1

DIMMの取り外し
DIMMを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」セクションを読み、電源を切断します。

ステップ 2 カバーがまだ取り外されていない場合は、シャーシカバーを取り外します。

ステップ 3 DIMMモジュールの位置を確認して、シャーシの DIMMソケットを見つけます。

ステップ 4 DIMMコネクタハンドルを下に回転させて、DIMMモジュールを取り外します。
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図 37 : DIMMの取り外し

DIMMの取り付け
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジデバイスに DIMMを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 DIMMの交換の前に「安全上の警告」セクションを読み、電源を切断します。

ステップ 2 カバーがまだ取り外されていない場合は、シャーシカバーを取り外します。

ステップ 3 DIMMモジュールの位置を確認して、デバイスの DIMMソケットを見つけます。

ステップ 4 DIMMコネクタの両方のラッチが開いていることを確認します。

ステップ 5 方向ノッチがコネクタの方向キーに合うように DIMMの向きをそろえます。

図 38 : DIMMと方向ノッチ

ステップ 6 コネクタに DIMMを片方ずつ挿入します。

ステップ 7 コネクタハンドルを上に回転させ、所定の位置にカチッとはめ込みます。
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ステップ 8 シャーシカバーを再度取り付けます。

図 39 : DIMMの取り付け

ステップ 9 シャーシカバーを元に戻します。

電源の取り外しと交換

ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャーシ内
の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への電磁干渉（EMI）の影響を防ぐ
こと、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずすべて

のカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で運用して

ください。ステートメント 1029

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装置

の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告
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電源を取り外す際には（特にブーストモードで動作している場合は）、注意が必要です。総消

費電力が、1台の電源だけで供給可能な電力を超えている場合、この状態で電源を取り外すと
ハードウェアが損傷する可能性があります。その結果、システムが不安定になったり使用でき

ない状態になることがあります。

警告

AC電源装置
C8300-1N1S-4T2X|6Tデバイスには 2種類の AC電源タイプがあり、物理的なサイズは同じで
す。C8300-2N2S-4T2X|6Tデバイスにも 2種類の AC電源タイプがあり、物理的なサイズは同
じですが、C8300-1N1S-4T2X|6Tのものとはサイズが異なります。電源装置を交換することは
できません。

AC電源の概要
C8300-1N1S-4T2X|6TデバイスのAC電源は次のとおりです。2つの電源は物理的に類似してい
ます、下図を参照してください。

• PWR-CC1-250WAC

• PWR-CC1-500WAC
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図 40 : C8300-1N1S-4T2X|6T用 250W/500W AC電源

モジュール番号

PSU11

PSU02
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図 41 : C8300-1N1S-4T2X|6T用 250W/500W AC電源

ストレインリリー

フ

2ハンドル1

障害 LED4ラッチ3

電源ソケット6ステータス
LED

5

C8300-2N2S-4T2X|6TデバイスのAC電源は次のとおりです。2つの電源は物理的に類似してい
ます、下図を参照してください。

• PWR-CC1-650WAC

• PWR-CC1-1000WAC

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
70

内部コンポーネントと現場交換可能ユニットの取り付け

AC電源の概要



図 42 : C8300-2N2S-4T2X|6T用 650WAC/1000WAC電源

モジュール番号

PSU01

PSU12
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図 43 : C8300-2N2S-4T2X|6T用 650W/1000W AC電源

表 11 : C8300-2N2S-4T2X|6T用 650W/1000W AC電源

ストレインリリー

フ

2ハンドル1

ステータス LED4ラッチ3

電源ソケッ

ト

5

AC電源と HVDC電源（C8300-1N1S-4T2X|6T）の取り外しと交換
C8300-1N1S-4T2X|6Tから AC電源を取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 このドキュメントの「安全上の警告」セクションをお読みください。

ステップ 2 システムに電源が 1つしかない場合は、電源を取り外す前にデバイスをシャットダウンします。

ステップ 3 使用中の冗長電源がある場合、電源装置を交換する前にデバイスをシャットダウンする必要はありません。
電源装置は、デバイスの稼働中に交換できます。

ステップ 4 使用中の場合は、電源ケーブルを電源のラッチに固定しているストレインリリーフを取り外します。

ステップ 5 AC電源コードを電源ソケットから取り外します。

ステップ 6 電源のラッチを押し、ハンドルを使用して電源装置をデバイスから引き出します。
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図 44 :ステップ 4

図 45 :ステップ 5
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図 46 :ステップ 6

C8300-1N1S-4T2X|6Tデバイスの AC電源装置の交換または取り付けを行うには、次の手順を
実行します。

ステップ 1 ハンドルを使用して、電源をルータに押し込みます。電源が完全に装着されると、電源のラッチでカチッ
という音がします。

ステップ 2 AC電源コードを電源装置の電源ソケットに取り付けます。

ステップ 3 使用する場合は、電源コードと電源ラッチの周りにストレインリリーフストラップを再度取り付けます。

ステップ 4 デバイスの電源がオフになっている場合は、デバイスの電源をオンにします。

AC電源（C8300-2N2S-4T2X|6T）の取り外しと交換
C8300-2N2SS-4T2X|6Tデバイスから AC電源を取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 このドキュメントの「安全上の警告」セクションをお読みください。

ステップ 2 システムに電源が 1つしかない場合は、電源を取り外す前にデバイスをシャットダウンします。

ステップ 3 使用中の冗長電源がある場合、電源装置を交換する前にデバイスをシャットダウンする必要はありません。
電源装置は、デバイスの稼働中に交換できます。

ステップ 4 使用中の場合は、電源ケーブルを電源のラッチに固定しているストレインリリーフを取り外します。

ステップ 5 AC電源コードを電源ソケットから取り外します。
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ステップ 6 電源のラッチを押し、ハンドルを使用して電源をルータから引き出します。

図 47 : C8300-2N2S-4T2X|6Tからの AC電源の取り外し
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図 48 :ステップ 5

図 49 :ステップ 6

C8300-2N2S-4T2X|6Tデバイスの AC電源の交換または取り付けを行うには、次の手順を実行
します。
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ステップ 1 ハンドルを使用して電源をデバイスに押し込みます。電源が完全に装着されると、電源のラッチでカチッ
という音がします。

ステップ 2 AC電源コードを電源装置の電源ソケットに取り付けます。

ステップ 3 使用する場合は、電源コードと電源ラッチの周りにストレインリリーフストラップを再度取り付けます。

ステップ 4 デバイスの電源がオフになっている場合は、デバイスの電源をオンにします。

DC電源モジュール
C8300-1N1S-4T2X|6Tデバイスには 1つの DC電源タイプがあります。C8300 2N2S-4T2X|6Tデ
バイスにも 1つのDC電源タイプがあります。AC電源と同様に、DC電源は同じサイズではな
いため、交換できません。

DC電源の概要
C8300-1N1S-4T2X|6Tデバイス用の DC電源を次の図に示します。

• PWR-CC1-400WDC

• PWR-CC1-400WHV

図 50 : C8300-1N1S-4T2X|6T用 400WDC電源

ストレインリリー

フ

2ハンドル1

障害 LED4ラッチ3
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端子ブロック6ステータス
LED

5

図 51 : C8300-1N1S-4T2X|6T用 400WHV電源

障害
LED

2電源ソケット1

ハンド

ル

4ステータス
LED

3

ラッチ5

C8300-2N2S-4T2X|6Tデバイスの DC電源を次の図に示します。
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図 52 : C8300-2N2S-4T2X|6T用 650WDC電源

ステータス
LED

2ハンドル1

ラッチ4アース線3

アース線6プラス（+）導線5

マイナス（-）導
線

7

DC電源（C8300-1N1S-4T2X|6T）の取り外しと交換
C8300-1N1S-4T2X|6Tから DC電源を取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 このドキュメントの「安全上の警告」セクションをお読みください。

ステップ 2 システムに電源が 1つしかない場合は、電源を取り外す前にデバイスをシャットダウンします。

ステップ 3 使用中の冗長電源がある場合、電源装置を交換する前にデバイスをシャットダウンする必要はありません。
電源装置は、デバイスの稼働中に交換できます。

ステップ 4 配電盤またはローカル遮断器で、交換する電源装置に接続されているDC電源リード線（ラベル1）から電
源を取り外します。
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ステップ 5 端子ブロックカバーを取り外し、電源ケーブルを固定している端子ネジ（ラベル 1）を緩めます。端子ブ
ロックから電源ケーブルを取り外します。

ステップ 6 電源のラッチを押し、ハンドルを使用して電源装置をデバイスから引き出します。

図 53 : C8300-1N1S-4T2X|6Tからの DC電源の取り外し

図 54 :ステップ 5
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図 55 :ステップ 6

C8300-1N1S-4T2X|6Tの DC電源装置の交換または取り付けを行うには、次の手順を実行しま
す。

ステップ 1 ハンドルを使用して、電源をルータに押し込みます。電源が完全に装着されると、電源のラッチでカチッ
という音がします。

ステップ 2 これが最初の取り付けの場合は、以下のDC電源リード線の準備に関するセクションを参照してください。

ステップ 3 DC電源リード線を端子ブロックに取り付け、端子ブロックのネジを締めてケーブルを固定します。
PWR-CC1-400WDC電源の場合、マイナス導線は左側の端子の位置に取り付け、プラス導線は右側の端子
の位置に取り付けます。極性は、電源装置の前面プレートに記載されています。

端子ブロックの非脱落型ネジをきつく締めすぎないようにしてください。ぴったりと接続して

いるが、導線が押しつぶされていないことを確認します。各導線を軽く引いて、導線が動かな

いことを確認します。

注意

ステップ 4 端子ブロックカバーの再取り付け

ステップ 5 デバイスの電源がオフになっている場合は、デバイスの電源をオンにします。

DC電源（C8300-2N2S-4T2X|6T）の取り外しと交換
C8300-2N2SS-4T2X|6Tから DC電源を取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 このドキュメントの「安全上の警告」セクションをお読みください。

ステップ 2 システムに電源が 1つしかない場合は、続行する前にデバイスをシャットダウンします。
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ステップ 3 使用中の冗長電源がある場合、電源を交換する前にルータをシャットダウンする必要はありません。ルー
タの稼働中に電源を交換できます。

ステップ 4 配電盤またはローカル遮断器で、交換する電源装置に接続されているDC電源リード線（ラベル1）から電
源を取り外します。

ステップ 5 端子ブロックカバーを取り外し、電源ケーブルを固定している端子ネジ（ラベル 1）を緩めます。端子ブ
ロックから電源ケーブルを取り外します。

ステップ 6 電源のラッチを押し、ハンドルを使用して電源装置をデバイスから引き出します。

図 56 : C8300-2N2S-4T2X|6Tからの DC電源の取り外し

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
82

内部コンポーネントと現場交換可能ユニットの取り付け

DC電源（C8300-2N2S-4T2X|6T）の取り外しと交換



図 57 :ステップ 5

図 58 :ステップ 6
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C8300-2N2SS-4T2X|6TのDC電源装置の交換または取り付けを行うには、次の手順を実行しま
す。

ステップ 1 ハンドルを使用して、電源をルータに押し込みます。電源が完全に装着されると、電源のラッチでカチッ
という音がします。

ステップ 2 これが最初の取り付けの場合は、以下のDC電源リード線の準備に関するセクションを参照してください。

ステップ 3 DC電源リード線を端子ブロックに取り付け、端子ブロックのネジを締めてケーブルを固定します。
PWR-CC1-650WDC(R)電源の場合、マイナスの導線は右側の端子位置に取り付け、プラスの導線は左側の
端子位置に取り付け、アース線は中央の端子位置に取り付けます。極性は、電源装置の前面プレートに記

載されています。

端子ブロックの非脱落型ネジをきつく締めすぎないようにしてください。ぴったりと接続して

いるが、導線が押しつぶされていないことを確認します。各導線を軽く引いて、導線が動かな

いことを確認します。

注意

ステップ 4 端子ブロックカバーの再取り付け

ステップ 5 デバイスの電源がオフになっている場合は、デバイスの電源をオンにします。

DC入力電源の取り付け
このセクションでは、DC電源モジュールの入力電源リード線を C8300-1N1S-4T2X|6Tおよび
C8300-2N2S-4T2X|6TDCの入力電源装置に装着する方法について説明します。作業を始める前
に、次の重要事項に留意してください。

• DC入力電源モジュールの導線のカラーコーディングは、設置場所の DC電源のカラー
コーディングによって異なります。DC入力電源モジュール用に選択した導線のカラー
コーディングが、DC電源で使用される導線のカラーコーディングに一致していること、
および電源が電源モジュールのマイナス（-）端子とプラス（+）端子に接続されているこ
とを確認してください。

• DC電源モジュールの取り付けを開始する前に、シャーシアースがシャーシに接続されて
いることを確認します。「シャーシのアース接続部」に記載されている手順に従ってくだ

さい。

次の手順を実行する前に、DC回路に電気が流れていないことを確認してください。ステート
メント 1003

警告

DC電源に接続するための導線の準備
C8300-1N1S-4T2X|6Tおよび C8300-2N2S-4T2X|6Tプラットフォームでは、DC電源には、電源
の端子ブロックヘッダーに端子ブロックが装着されています。
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次の手順を実行して、端子の電源への接続用の導線を準備します。

ステップ 1 電源に接続された電源モジュールから遮断器をオフにします。電源に接続する導線に電圧がかかっていな
いことを確認します。

ステップ 2 電源に接続されている導線を取り除いて、電源の端子ブロックに直接終端できます。代わりに、圧着式 Y
型ラグ端子を導線の端に取り付けることができます。ラグ端子を使用する場合は、製造元の手順に従って、

導線でラグを終端処理してください。裸線を使って端子ブロックで直接終端処理する場合は、以下の手順

に従います。

ワイヤストリッパを使用して、DC入力電源からの 2本の導線の被覆を約 10 mm（0.39インチ） +/- 0.5 mm
（0.02インチ）取り除きます。14 AWG絶縁線を使用することを推奨します。端子ブロックから導線が露
出されたままになる可能性があるので、推奨されている長さ以上に被覆を剥がさないでください。次に、

被覆を剥がした DC入力電源線を示します。

図 59 :被覆を剥がした状態の DC入力電源線

端末ブロックで導線の被覆を剥す長さとして、10 mm（0.39インチ）が推奨されます。1

C8300-1N1S-4T2X|6Tの端子ブロックを接続するプラスとマイナスの給電位置を特定します。

a) プラス（+）導線（右）
b) マイナス（-）導線（左）
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図 60 :導線を接続した DC電源

表 12 :

マイナス（-）導
線

1

プラス（+）導線2

C8300-2N2S-4T2X|6Tの端子ブロックを接続するプラス、アース、マイナスの給電位置を特定します。

•プラス（+）導線（左）

•アース線（中央）

•マイナス（-）導線（右）
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図 61 :導線を接続した DC電源

プラス（+）導線1

アース線2

マイナス（-）導線3

PoEコンバータ電源装置の取り外しおよび取り付け
PoEコンバータ電源は、活性状態での挿入のみをサポートしており、活性状態での取り外しを
サポートしていません。

C8300-2N2S-4T2X|6Tでの PoEコンバータ電源装置の取り外しと取り付け（注）
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オプションのPoEコンバータPSUスロットには、出荷時にフィラーが取り付けられています。
PoEコンバータ電源を装着するには、フィラーを取り外す必要があります。PoEコンバータ電
源を 1台だけ使用する場合は、PoEコンバータ電源を PoEスロット 0に装着する必要がありま
す。

このセクションでは、ファントレイの背後にあるPoEコンバータ電源スロットの位置を示しま
す。

PoE電源スロットフィラーの取り外し

PoE電源フィラーの取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシのファントレイを固定しているネジを緩めます。

ステップ 2 デバイスからファントレイを取り外します。

ステップ 3 デバイスのフィラーパネルを固定しているネジを緩めます。

ステップ 4 ネジを引き、フィラーパネルを回転させてスロットから外します。

図 62 : PoE電源スロットフィラーの取り外し

PoEスロット1に装着されるPoEフィラー2シャーシの装着タブスロット1

PoEスロット 04PoEスロット 0に装着された PoEフィラー3

PoEスロット 16回転してシャーシの固定ナットにネジを固定します。5

PoE電源スロットフィラーの取り付け

PoE電源スロットフィラーの装着手順は、次のとおりです。
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ステップ 1 フィラーパネルの左側にあるタブをシャーシのスロットに取り付けます。

ステップ 2 ネジを締めて、フィラーパネルをシャーシに固定します。

ステップ 3 ファントレイをデバイスに取り付けます。

ステップ 4 シャーシのファントレイを固定しているネジを締めます。

PoEコンバータ電源の取り外し

PoEコンバータ電源を取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 デバイスからファントレイを取り外します。

ステップ 2 シャーシのファントレイを固定しているネジを緩めます。

ステップ 3 デバイスからファントレイを取り外します。

ステップ 4 デバイスの PoE電源を固定している 2本のネジを緩めます。

ステップ 5 PoEラッチを回し、スロットから電源を引き出します。

図 63 : PoEコンバータ電源の取り外し

PoEスロット 1に装着された PoEコンバー
タモジュール

2モジュールを固定するためのラッチ（開いた状態）。1
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シャーシに PoEモジュールを固定するネ
ジ。

4PoEスロット 0に装着された PoEコンバータモジュール3

PoEコンバータモジュールを固定するためのラッチ（閉
じた状態）。

5

PoEコンバータ電源の取り付け

PoEコンバータ電源を取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 PoE電源をスロットに押し込み、電源が完全に装着されるまで続けます。電源のラッチが電源装置の前面
プレートに接触するまで回転させます。

ステップ 2 ネジを締めて、フィラーパネルをシャーシに固定します。

ステップ 3 デバイスの PoE電源を固定している 2本のネジを締めます。

ステップ 4 ファントレイをデバイスに取り付けます。

ステップ 5 シャーシのファントレイを固定しているネジを締めます。

図 64 : PoEコンバータ電源の取り付け

PoEスロット 1に装着された PoEコンバー
タモジュール

2モジュールを固定するためのラッチ（開いた状態）。1

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
90

内部コンポーネントと現場交換可能ユニットの取り付け

PoEコンバータ電源の取り付け



シャーシに PoEモジュールを固定するネ
ジ。

4PoEスロット 0に装着された PoEコンバータモジュール3

PoEコンバータモジュールを固定するためのラッチ（閉
じた状態）。

5

イーサネットスイッチネットワークモジュールのあるデバイスで PoE電源をリロードまたは挿入しよう
とすると、次のメッセージが表示されます。

Example:

*Jul 21 22:35:23.868: %IOSXE_PEM-6-INSPEM_FM: PEM/FM slot POE0 inserted
Upon PoE converter power supply insertion, inline power supply restores automatically in the router.
After the insertion, resets are needed for the switch modules in the router for the PoE supply to
work properly.
If there are two PoE supplies, the power supplies can operate in a boost mode or redundant mode. In
a boost mode, the total power supplied is a sum of the two power supplies capacity. In a redundant
mode, if one of the PoE supply fails, the other PoE will supply power.

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム用
ファントレイの交換

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、現場交換可能ユニット（FRU）で
あるファントレイがあります。ファントレイは1つのアセンブリにすべてのファンが含まれま
す。ファンに障害がある場合、No.1プラスドライバを使用してトレイを交換します。

ファントレイを交換する前に

ファントレイを交換する前に、次の安全上の注意事項を読み、必要な工具を用意してくださ

い。

C8300-2N2S-4T2X|6Tのファントレイの交換
C8300-2N2S-4T2X|6Tは、標準エアーフローをサポートしています（標準バージョン）。

ファントレイを交換するには、次の手順を実行します。

ファントレイをホットスワップする場合、デバイスを動作温度以下に保つために、2分以内で
操作を完了することを推奨します。

（注）

ステップ 1 ファントレイの 3本の非脱落型ネジを緩めます。
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ステップ 2 ファントレイを引き出します。

ステップ 3 取り付けるファントレイを挿入し、3本の非脱落型ネジを締めます。

図 65 : C8300-2N2S-4T2X|6Tのファントレイ

ファントレイ1

PSU 12

PSU 03

C8300-2N2S-4T2X|6Tからのファントレイエアーフィルタの取り外し

ファントレイを挿入するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 中央の非脱落型エアーフィルタネジを緩めます。

ステップ 2 古いエアーフィルタを引き出します。

ステップ 3 交換のファントレイを挿入し、非脱落型ネジを締めます。
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図 66 :ファントレイエアーフィルタ（Cisco 8300-2N2S-4T2X|6T）の再取り付け

エアーフィルタカバー1

エアーフィルタの非脱落型ネジ2

エアーフィルタ3

•エアーフィルタの最初の検査は、エアーフィルタの最初の取り付けから 6ヵ月後に行う必
要があります。

•エアーフィルタは、最初の 6ヵ月の検査後 3ヵ月ごとに検査し、汚れている場合は交換す
る必要があります。

•エアーフィルタは清掃および再利用できません。新しいエアーフィルタと交換してくださ
い。予備のエアーフィルタを用意することをお勧めします。

（注）

C8300-1N1S-4T2X|6Tからのファントレイの取り外し

C8300-1N1S-4T2X|6Tは、標準エアーフローをサポートしています（標準バージョン）。

ファントレイを交換するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 デバイスの電源切断

ステップ 2 シャーシからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ 3 ラックに取り付けられている場合は、装置ラックから装置を取り外します。

ステップ 4 上部カバーを取り外します。

ステップ 5 ファントレイから 3本のネジを取り外します。

ステップ 6 マザーボードからファンケーブルを外します。

ステップ 7 ファントレイを取り外します。
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C8300-1N1S-4T2X|6Tのファントレイの交換にかかる推定時間は、熟練した技術者であれば 60
分以内です。

（注）

ネ

ジ

2ファン トレ

イ

1

C8300-1N1S-4T2X|6Tへのファントレイの取り付け

C8300-INIS-4T2X|6Tは、標準エアーフローをサポートしています（標準バージョン）。

ファントレイを交換するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 ファントレイを取り付けます。

ステップ 2 3つのファントレイ取り付けネジを取り付けます。

ステップ 3 ファンケーブルをマザーボードに接続します。

ステップ 4 上部カバーを取り付けます。

ステップ 5 必要に応じて、装置を装置ラックに再度取り付けます。

ステップ 6 シャーシからすべてのケーブルを再度取り付けます。

ステップ 7 装置の電源を入れます。
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ネ

ジ

2ファン トレ

イ

1

SFPモジュールとSFP+モジュールの取り付けおよび取り
外し

始める前に

サポートされる SFPモジュールおよび SFP+モジュールの一覧は、Cisco Catalyst 8300シリーズ
エッジプラットフォームデータシート（cisco.com上）を参照してください。プラットフォー
ムには、サポートされている SFP/SFP+モジュールのみを使用してください。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

インターフェイスモジュールで SFPを取り外してから挿入するまでの間は、少なくとも 30秒
間待機することを推奨します。この時間は、トランシーバソフトウェアの初期化とスタンバイ

RSPの同期を可能にするため、推奨されます。これより短い時間でSFPを変更すると、トラン
シーバの初期化に問題が発生し、SFPをディセーブルになる可能性があります。

（注）
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• SFPモジュールポートおよび SFP+モジュールポートの埃よけプラグ、または光ファイバ
ケーブルのゴム製キャップは、ケーブルを接続する準備が整うまでは取り外さないでくだ

さい。これらのプラグおよびキャップは、モジュールポートやケーブルを汚れや周辺光か

ら保護する役割を果たします。

• SFPモジュールおよび SFP+モジュールの取り外しや取り付けを行うと、モジュールの耐
用期間が短くなる可能性があります。SFP/SFP+モジュールの取り外しや取り付けは、必
要最低限にしてください。

•静電破壊を防ぐため、ケーブルをスイッチや他の装置に接続する場合は、ボードおよびコ
ンポーネントを正しい手順で取り扱うようにしてください。

•複数のポートに複数の SFPモジュールおよび SFP+モジュールを挿入するときは、各 SFP
/ SFP+モジュールを挿入してから次のモジュールを挿入するまで 5秒間待機します。これ
により、ポートがerror-disabledモードにならなくなります。同様に、ポートからSFPおよ
び SFP+を取り外したときは、再度挿入する前に 5秒間待機します。

ステップ 1 手首に静電気防止用リストストラップを着用して、ストラップの機器側をアース表面に接続します。

ステップ 2 SFP/SFP+モジュールは、送信側（TX）および受信側（RX）の印があるほうが上面です。

SFP/SFP+モジュールによっては、送信側と受信側（TXとRX）の印の代わりに、接続の方向を示す矢印が
付いている場合もあります。

ステップ 3 ベールクラスプラッチ付きの SFP/SFP+モジュールの場合は、ロック解除の位置までラッチを開きます。

ステップ 4 モジュールをスロットの開口部に合わせて、コネクタをスロットの奥にはめ込みます。

ステップ 5 モジュールにベールクラスプラッチが付いている場合は、ラッチを閉じて SFP/SFP+モジュールを固定し
ます。

ステップ 6 SFPおよび SFP+のダストプラグを取り外して保管します。

ステップ 7 SFPケーブルおよび SFP+ケーブルを接続します。

レーザーの安全に関する推奨事項

光Small-FormPluggable（SFP）は光ファイバ信号を生成するために少量のレーザー光を使用し
ます。ケーブルがポートに接続されていない場合は常に、光の伝送を保ち、対象のポートを受

信します。

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。ステートメント 1051

警告
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本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメン

ト 9001
警告

プラガブル型の光モジュールは、IEC 60825-1 Edに準拠しています。IEC 60825-1 Edへの準拠
に関する例外の有無にかかわらず、3および 21 CFR 1040.10と 1040.11。3は 2019年 5月 8日
付の Laser Notice No. 56の記載のとおりです。ステートメント 1255

警告

SFPモジュールをデバイスに取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」セクションを読み、電源を切断します。

ステップ 2 所定の位置に固定されるまで、SFPをデバイスにスライドさせて挿入します。

SFPが留め具式ラッチを使用している場合（「レーザーの安全に関する推奨事項」セクション
を参照）、ハンドルが SFPモジュールの上に来るようにします。

ヒント

図 67 : Small Form-factor Pluggableモジュールの取り付け

ケーブル接続の準備ができていない場合、SFPから光ポートのプラグを外さないでください。注意

ステップ 3 ネットワークケーブルを SFPモジュールに接続します。

Small Form-factor Pluggableモジュールの取り外し
Small Form Pluggable（SFP）をデバイスから取り外すには、次の手順に従います。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」セクションを読み、電源を切断します。

ステップ 2 SFPからすべてのケーブルの接続を外します。

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されて

いる可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでく

ださい。

警告
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多くのSFPに使用されているラッチメカニズムでは、ケーブルが接続されているときはSFPは
所定の位置でロックされます。SFPを取り外すときに、ケーブル接続を引っ張らないでくださ
い。

注意

ステップ 3 SFPラッチの接続を外します。

SFPポートのモジュールのセキュリティを保護するために、SFPモジュールは多様なラッチデ
ザインを使用しています。ラッチデザインはSFPのモデルまたはテクノロジーの種類に関係あ
りません。SFPのテクノロジーの種類とモデルについては、SFPの側面にあるラベルを参照し
てください。

（注）

図 68 : SFPラッチメカニズムの接続解除

留め具式ラッチ3スライド式ラッチ1

プラスチックカラー式ラッチ4スイング&スライド式ラッチ2

指が届かない場合、ペン、ドライバ、または他のまっすぐな道具を使用して、留め具のハンド

ルを慎重に外します。

ヒント

ステップ 4 SFPの両側をつかんで、デバイスから取り外します。

USBフラッシュトークンメモリスティックの取り外し
と交換

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームには、シスコ構成または Cisco IOS XE統
合パッケージを保存するための USBメモリスティック用のポートがあります。

USBフラッシュメモリモジュールに発行したファイルアクセスコマンドや読み取り/書き込
み操作が処理されているときは、そのフラッシュメモリモジュールを取り外さないでくださ

い。ルータがリロードされるか、USBフラッシュメモリモジュールが損傷するおそれがあり
ます。USBデバイスを取り外す前に、ルータの前面パネルにあるUSB動作 LEDが点滅してい
ないことを確認します。

注意
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デバイスからUSBメモリスティックを取り付け、取り外しを行うには、次の手順に従います。

ステップ 1 USBスティックを USBポートに差し込みます。

ステップ 2 タイプ Cメモリスティックは USBポート 1でサポートされており、タイプ Cメモリは任意の方向に挿入
できます。タイプ Aメモリスティックは USBポート 0でサポートされており、適切に挿入できるように
正しい向きになっている必要があります。

メモリスティックをポートに挿入する方法のサンプルです。（注）

図 69 : USBメモリスティック

メモリスティックの挿入または取り外しは、デバイスの電源がオンでもオフでも行うことがで

きます。

（注）

USBタイプ C（3.0）（USB 1）1

USBスティック2

USBタイプ A（3.0）（USB 0）3

次のタスク

これで、USBフラッシュメモリの取り付け手順は完了です。
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M.2 USB|NVMeモジュールの取り外しおよび取り付け
このセクションでは、CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム上のM.2USB|NVMe
モジュールの取り付けと交換について説明します。

静電破壊の防止

M.2モジュールは静電放電（ESD）によって破損しやすいコンポーネントです。静電破壊は、
電子カードまたはコンポーネントの取り扱いが不適切な場合に発生します。ESDは故障または
間欠的な障害を引き起こす可能性があります。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

•常に静電気防止用リストまたはアンクルストラップを肌に密着させて着用してください。

•ストラップの装置側を塗装されていないシャーシの面に接続します。

• M.2ストレージデバイスを静電気防止用シートの上に置くか、静電気防止用袋に収めてく
ださい。デバイスを返却する必要がある場合は、取り外し後、ただちに静電気防止用袋に

入れてください。

•デバイスと衣服が接触しないように注意してください。リストストラップは身体の静電気
からデバイスを保護するだけです。衣服の静電気が、静電破壊の原因になることがありま

す。

•装着が完了するまでリストストラップは外さないでください。

安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は

1～ 10 M Ω（メガオーム）でなければなりません。
注意

M.2 USB|NVMeモジュールの取り外し
M.2 USB|NVMeモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

C8300 1N1S-4T2X|6Tと C8300 2N2S-4T2X|6TのM.2 USB|NVMeモジュールの取り付けは異な
ります。

M.2 USB|NVMeモジュールは上下反転します。

（注）

ステップ 1 モジュールを交換する前に、デバイスの電源を落とし、電源を切断してください。

ステップ 2 No.1プラスドライバを使用して 2本の取り付けネジを緩めます。
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ステップ 3 M.2 USB|NVMeモジュールをゆっくりと引き出し、デバイスから取り外します。

図 70 : M.2 USB|NVMeモジュール（C8300-2N2S-4T2X|6T）の取り外し

M.2 USB|NVMeモジュー
ル

1

M.2 USB|NVMeモジュールの取り付け

C8300-1N1S-4T2X|6Tと C8300-2N2S-4T2X|6TのM.2 USB|NVMeモジュールの取り付けは異な
ります。

M.2 USB|NVMeモジュールの向きが反転します。C8300-1N1S-4T2X|6Tの場合、PCBは下向き
になりますが、C8300-2N2S-4T2X|6Tの場合、PCBは上向きになります。

（注）

M.2 USB|NVMeモジュールを取り付けるには、次の手順に従います。

ステップ 1 すべての安全上の警告を読み、C8300-1N1S-4T2X|6Tの電源が入っていないことを確認します。

ステップ 2 M.2 USB|NVMeモジュールをデバイスのスロットに挿入します（図を参照）。スライドが内部カードガイ
ドにかみ合うようにします。

ステップ 3 前面プレートがデバイスと同一面上になるまで、M.2 USB|NVMeモジュールをゆっくりと完全にスライド
させます。

ステップ 4 2本のプラスネジをねじ込んで締め付けます。4〜 6インチポンドのトルクで締めます。

ステップ 5 これで、デバイスの電源をオンにできます。
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図 71 : M.2 USB|NVMe（C8300-1N1S-4T2X | 6T）を取り付けます。

M.2
USB|NVMe

1

自己暗号化ドライブの管理
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームシリーズは自己暗号化ドライブ（SED）
をサポートしているため、これらのプラットフォームに保存されているデータのセキュリティ

を強化できます。SEDはセキュリティキーを使用してロックされます。このセキュリティキー
はキー暗号化キーまたは認証パスフレーズとも呼ばれ、メディア暗号化キーの暗号化に使用さ

れます。ディスクがロックされていない場合、データの取得にキーは必要ありません。セキュ

リティロックを有効にするには、hw-module harddisk security-lock enableコマンドを使用しま
す。セキュリティロックを無効にするには、no hw-module harddisk security-lock enableコマン
ドを使用します。

また、次の操作も実行できます。

•セキュリティステータスを確認するには、show hw-module harddisk security-lock statusコ
マンドを使用します。

•セキュリティロックが有効になっているときに SEDで工場出荷時の状態にリセットする
には、factory-reset sedを使用します。

•セキュリティロックのステータスを確認せずに SEDで工場出荷時の状態にリセットする
には、factory-reset sed PSIDコマンドを使用します。PSID（Physical Secure ID）は、SED
ドライブに貼付されたラベルから読み取られる 32文字の ASCII文字列です。
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第 5 章

Cisco Catalystネットワークインターフェ
イスモジュールの取り付け

このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームに Cisco Catalyst
ネットワークインターフェイスモジュール（NIM）の取り付け前と取り付け中の情報につい
て説明します。

•ネットワークインターフェイスモジュールの概要（103ページ）
•（103ページ）
•ネットワークインターフェイスモジュールの取り外しと取り付け（104ページ）
•ネットワークインターフェイスモジュールアダプタの取り外しと取り付け（106ページ）
• NIMアダプタへのネットワークインターフェイスモジュールの取り付け（109ページ）

ネットワークインターフェイスモジュールの概要
Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームでは、10GWANおよび 1xSFP+ 10Gポー
トを備えた Cisco Catalystネットワークインターフェイスモジュール（NIM）がサポートされ
ています。

詳細については、cisco.comにあるCiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのデー
タシートで、プラットフォームでサポートされている NIMのリストを参照してください。

次の図は、Catalystネットワークインターフェイスモジュールの前面パネルを示しています。
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図 72 : Catalyst NIMの前面パネル

説明LED

消灯：リンクがありません。

緑：リンクが確立されました。

緑に点滅：パケットが送信中です。

L/A（上）1

消灯：SFPは存在しません。

緑：SFPはサポートされており、障害はありません。

オレンジ：SFPはサポートされていないか、FAULT状態で
す。

EN（上）2

消灯：モジュールが最初に電源オンになった場合のデフォ

ルトの状態。この状態は、ホストソフトウェアによって変

更されるまで維持されます。

緑：モジュールは電源オンで、正しく機能しています。

オレンジ：モジュールに障害があります。

EN（下）3

ネットワークインターフェイスモジュールの取り外しと

取り付け
ネットワークインターフェイスモジュール（NIM）を取り扱う場合は、次の工具および機器
を保管してください。
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• No.1プラスドライバまたは小型のマイナスドライバ

• ESD防止用リストストラップ

ネットワークインターフェイスモジュールの取り外し

ステップ 1 デバイスのスロットへの電源をシャットダウンし、デバイスの電源をオフにしま
す。電源ケーブルを差し込んだまま、ESD電圧をアースします。

ステップ2デバイスの背面パネルから、すべてのネットワークケーブルを取り外します。No.1
プラスドライバを使用して、ネットワークインターフェイスモジュール上の非脱落型ネジを

緩めます。

ステップ 3 ネットワークインターフェイスモジュールを引き出します。

ステップ 4 モジュールを交換しない場合は、適切なエアーフローを確保するために、空のス
ロットにブランクの前面プレートを取り付けてください。

Cisco Catalystネットワークインターフェイスモジュールの取り付け
ステップ1ルータの電源をオフにして、ルータのスロットへの電源をシャットダウンします。
電源コードを差し込んだまま、ESD電圧をアースします。

ステップ 2 デバイスの背面パネルから、すべてのネットワークケーブルを取り外します。

ステップ 3 使用するネットワークインターフェイスモジュールに取り付けたブランクの前面
プレートを取り外します。

ブランクの前面プレートは、あとで使用できるよう保管しておきます。（注）

ステップ4モジュールをシャーシの壁またはスロットディバイダのガイドに合わせ、デバイス
の NIMスロットにゆっくりと挿入します。

ステップ5エッジコネクタがルータのバックプレーンのコネクタに完全に装着された手応えが
あるまで、モジュールを所定の位置に押し込みます。モジュールの前面プレートがシャーシの

背面パネルに接する必要があります。

ステップ 6 No.1プラスドライバを使用して、ネットワークインターフェイスモジュール上の
非脱落型ネジを締めます。

ステップ7モジュールをネットワークに接続し、デバイスのスロットの電源を再びイネーブル
にします。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
105

Cisco Catalystネットワークインターフェイスモジュールの取り付け

ネットワークインターフェイスモジュールの取り外し



ネットワークインターフェイスモジュールアダプタの

取り外しと取り付け
このセクションでは、CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォームの 2つのCiscoネッ
トワークインターフェイスモジュール（NIM）用 Cisco Catalyst NIMアダプタの取り付け前お
よび取り付け中の情報について説明します。

図 73 : Cisco Catalyst NIMアダプタの前面パネル

説明

LED：EN

消灯：デバイスの電源がオフになっているか、アダプタがまだ起動していません。

（ルータの電源をオンにした後、アダプタが起動するまでに数秒かかる場合があり

ます）。

緑、点灯：電源がオンで、正常に機能しています。

オレンジ、点灯：モジュールに何らかの障害が発生しています。

1

NIMスロット2

ネットワークインターフェイスモジュールアダプタの取り外し

はじめる前に

•この手順を開始する前に、「安全上の警告」セクションをお読みください。

• CiscoCatalystNIMアダプタは「ホットスワップ可能」と見なされます。アダプタを取り外
す場合、デバイスの電源をオフにする必要はありません。

• Cisco Catalyst NIMアダプタの取り外しを準備する場合は、まず取り付けられている NIM
をすべて取り外してから、アダプタを取り外します。
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手順

CiscoCatalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのサービスモジュール（SM）スロットか
ら Cisco Catalyst NIMアダプタを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 取り外すNIMアダプタの位置を確認します。No.1プラスドライバまたはマイナス
ドライバを使用して、モジュール前面プレートの非脱落型取り付けネジを緩めます。

ステップ 2 NIMアダプタをシャーシから引き出します。

ステップ3モジュールをシャーシの壁またはスロットディバイダのガイドに合わせ、デバイス
の NIMスロットにゆっくりと挿入します。

ステップ 4 静電放電（ESD）による損傷から保護するために、NIMアダプタを静電気防止袋
に入れます。

ステップ5適切なエアーフローを確保するために、空のスロットにブランクの前面プレートを
取り付けてください。

ネットワークインターフェイスモジュールアダプタの取り付け

はじめる前に

•この手順を開始する前に、「安全上の警告」セクションをお読みください。

• CiscoCatalystNIMアダプタは「ホットスワップ可能」と見なされます。アダプタを取り付
ける場合、デバイスの電源をオフにする必要はありません。

•アダプタをシャーシに取り付ける前に、ネットワークインターフェイスモジュール（NIM）
を Cisco Catalyst NIMアダプタに取り付けないでください。

• Cisco Catalyst NIMアダプタを取り外す準備をする場合は、まず取り付けられている NIM
を取り外してから、アダプタを取り外します。

手順

Cisco Catalyst NIMアダプタを Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームのサービ
スモジュール（SM）スロットに取り付けるには、次の手順を実行します。

1. デバイスSMスロットの1つに取り付けたブランクの前面プレートを取り外します。スロッ
トの位置は、次に示すように、プラットフォームのフォームファクタ（1ラックユニット
（RU）または 2 RU）によって異なります。

ブランクの前面プレートは、あとで使用できるよう保管しておきます。（注）
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図 74 : C8300-1N1S-4T2X|6Tの Cisco Catalyst SM-NIMアダプタ

図 75 : C8300-2N2S-4T2X|6Tの Cisco Catalyst SM-NIMアダプタ

説明

シャーシ1

Cisco C-SM-NIMアダプタ2

2. Catalyst NIMアダプタをシャーシの壁またはスロットディバイダのガイドに合わせ、ルー
タのサービスモジュール（SM）スロットにゆっくりと挿入します。

3. エッジコネクタがルータのバックプレーンのコネクタに完全に装着された手応えを感じる
まで、Catalyst NIMアダプタを押し込みます。前面プレートがシャーシの背面パネルに接
する必要があります。

4. No.1プラスドライバを使用して、ネットワークインターフェイスモジュール上の非脱落
型ネジを締めます。
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5. Catalyst NIMアダプタの LEDを確認し、正常に動作していることを確認します。

CatalystNIMアダプタが正しく挿入されると、緑のLEDが点灯します。アダプタが起動してか
ら LEDが緑に点灯するまでに数秒かかる場合があります。

（注）

6. （オプション）Catalyst NIMアダプタをシャーシに取り付けた後、1つまたは 2つのネッ
トワークインターフェイスモジュールを取り付けます。NIMを取り付ける手順に従いま
す。

NIMアダプタへのネットワークインターフェイスモ
ジュールの取り付け

Cisco Catalyst NIMアダプタには、2つのネットワークインターフェイスモジュール（NIM）
スロットがあります。NIMをアダプタに取り付けるには、NIMの手順に従います。

• NIMをアダプタに取り付ける前に、Cisco Catalyst NIMアダプタをルータシャーシに取り
付けます。

• CiscoCatalystNIMアダプタをシャーシから取り外す前に、まずアダプタに取り付けられて
いる NIMをすべて取り外します。

（注）
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第 6 章

Cisco Catalystサービスモジュールの取り付
け

このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームに Cisco Catalyst
サービスモジュールを取り付ける方法について説明します。Cisco Catalyst 8300シリーズエッ
ジプラットフォームでサポートされるサービスモジュールは次のとおりです。

• C-SM-16P4M2X

• C-SM-40P8M2X

サポートされている SMの詳細については、cisco.comの Cisco Catalyst 8300シリーズエッジ
プラットフォームのデータシートを参照してください。

•一度に 1つのシャーシ内でサポートされるサービスモジュールは 1つだけです。

•スイッチングモードを切り替える必要がある場合は、システムをリロードします。

•モジュールの活性挿抜を実行できます。サービスモジュールを取り付けたら、システムを
リロードして、次世代スイッチング機能セットを有効にしてアクティブにする必要があり

ます。

（注）

•設置の準備（111ページ）
•必要な工具類（112ページ）
• Cisco Catalystサービスモジュールの取り外し（112ページ）
• Cisco Catalystサービスモジュールの取り付け（112ページ）

設置の準備
次のセクションでは、安全上の警告、一般的なメンテナンスのガイドライン、サービスモジュー

ルを設置および使用する前に読む必要がある安全に関する推奨事項について説明します。
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必要な工具類
•最大トルクが 15 lbf-in（pound-force-inch）の、No. 2プラスヘッド付きのラチェット式ドラ
イバ

•ワイヤストリッパ

•単一孔アース接続の場合は、12ゲージの銅製アース線（絶縁被膜付きまたは絶縁被膜な
し）

•単一孔アースラグおよびネジ（アクセサリキットに同梱）

• 14ゲージの銅線（× 4）

Cisco Catalystサービスモジュールの取り外し
シャーシからサービスモジュールを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」をお読みください。

ステップ 2 取り外すサービスモジュールの位置を確認します。

ステップ 3 No.1プラスドライバまたはマイナスドライバーを使用して、モジュール前面プレートの非脱落型取り付け
ネジを緩めます。

ステップ 4 モジュールをシャーシから引き出します。

ステップ 5 モジュールについては、ラッチを開いた状態にしてシャーシからモジュールを引き出します。

ステップ 6 静電放電（ESD）による損傷から保護するために、サービスモジュールを静電気防止袋に入れます。

Cisco Catalystサービスモジュールの取り付け
このセクションでは、サービスモジュールの取り付け方法について説明します。

説明のために、CiscoC-SM-X-16P4M2XおよびC-SM-X-40P8M2Xのイメージを使用しました。（注）

デバイスが起動したら、C-SM-X-16P4M2Xまたは C-SM-X-40P8M2Xモジュールをシャーシの
スロットに挿入します。次のようにシステムメッセージが表示されます。 Jun 10 13:58:14.367
CST: %IOMD-3-UNSUPPORTED_NGSWITCH: R0/0: iomd:

このメッセージは、システムがレガシースイッチングモードであることを示します。レガシー

スイッチングモードを有効にするには、SM-X-16P4M2Xサービスモジュールのスイッチモジュー
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ルのスロット 1ベイ 0をリロードする必要があります。また、モジュールを動作させるにはデ
バイスをリロードする必要があります。

C-SM-X-16P4M2Xまたは C-SM-X-40P8M2Xサービスモジュールの取り付けまたは取り外し時
には、常に静電放電（ESD）防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。リ
ストストラップの装置側をシャーシの金属部分に接続します。

注意

サービスモジュールは端だけを持つようにしてください。サービスモジュールは静電気放電

（ESD）の影響を受けやすいコンポーネントなので、扱いを誤ると故障する可能性がありま
す。

注意

図 76 :ダブル幅サービスモジュールの前面パネル

1G/10GSFP/SFP+ポート3GE銅線ポート1

MultiGiagabitEthernetポート（2.5G）2

図 77 :シングル幅サービスモジュールの前面パネル

1G/10GSFP/SFP+ポート3GE銅線ポート1

2.5GmGiG銅線ポート2

サービスモジュールをデバイスに取り付ける手順は次のとおりです。

ステップ 1 モジュールを交換する前に、「安全上の警告」をお読みください。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
113

Cisco Catalystサービスモジュールの取り付け

Cisco Catalystサービスモジュールの取り付け



ステップ 2 モジュールについては、使用するスロットに取り付けられているブランク前面プレートを取り外します。

ステップ 3 モジュールについては、使用するスロットに取り付けられているブランク前面プレートとディバイダの両
方を取り外します。

1つのサービスモードスロットに挿入できるシングル幅サービスモジュールです。ただし、ダ
ブル幅サービスモジュール（C-SM-X-40G8M2X）のポートは、2つのスロットを並べて取り付
ける必要があります。

（注）

ステップ 4 サービスモジュールでは、エッジコネクタがバックプレーンのコネクタに完全に装着された手応えがある
まで、モジュールを所定の位置に押し込みます。モジュールの前面プレートがシャーシのパネルに接する

必要があります。

ステップ 5 ダブル幅サービスモジュール（C-SM-X-40P8M2X）については、モジュールを挿入する前にラッチを開い
た状態にします。ラッチは、ネジを固定する前にモジュールを完全に挿入するのに役立ちます。

ステップ 6 No.1プラスドライバまたはマイナスドライバを使用して、モジュール前面プレートの非脱落型取り付け
ネジを締めます。
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第 7 章

Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモ
ジュール

このセクションでは、Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームに Cisco Catalyst着
脱可能インターフェイスモジュール（PIM）の取り付け前および取り付け中の情報について説
明します。

サポートされているNIMの詳細については、cisco.comにあるCiscoCatalyst 8300シリーズエッ
ジプラットフォームのデータシートで、プラットフォームでサポートされている PIMのリス
トを参照してください。

図 78 : Cisco 8300-1N1S-4T2X|6Tの着脱可能インターフェイスモジュール

着脱可能インターフェイスモジュー

ル

1
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図 79 : Cisco 8300-2N2S-4T2X|6Tの着脱可能インターフェイスモジュール

着脱可能インターフェイスモジュー

ル

1

•安全に関する推奨事項（116ページ）
•取り付け時に必要な工具および機器（117ページ）
• Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモジュールの取り外し（117ページ）
• Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモジュールの取り付け（118ページ）
•着脱可能インターフェイスモジュールの設定（119ページ）
•アンテナポートの RFバンドマッピング（P-5GS6-GLのみ）（120ページ）
•アンテナの取り付け（122ページ）

安全に関する推奨事項
危険な状態になるのを防ぐために、この機器を取り扱う場合は、次の安全に関する推奨事項に

従ってください。

•誰かがつまずくことがないように、人が歩く場所に工具を置かないでください。

•ルータでの作業時は、ゆったりとした衣服を着用しないでください。ネクタイやスカーフ
を固定し、袖をまくり上げて、衣服がシャーシに引っ掛からないようにしてください。

•眼を傷つける可能性がある場合は、作業時に保護眼鏡を着用してください。

•作業を開始する前に、室内の緊急電源遮断スイッチがどこにあるかを確認しておきます。
電気事故が発生した場合は、電源をオフにしてください。

•ルータの作業を行う前に、電源をオフにして電源コードを外してください。

•次の作業を行う場合は、事前にすべての電源をオフにしてください。

•ルータシャーシの取り付けまたは取り外し
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•電源の近くでの作業

•危険を伴う作業は、1人では行わないでください。

•回路の電源が切断されているかを必ず確認してください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コードや保護アースの不備などがない
かどうか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

•負傷しないように注意してください。

•緊急電源遮断スイッチを使用して室内への電源をオフにします。

•負傷者の状態を判断し、他の誰かに医療援助や応援を呼んでもらってください。

•負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施し
てください。

取り付け時に必要な工具および機器
Cisco C-NIM-1X NIMを取り扱う場合は、次の工具と機器が必要です。

• No.1プラスドライバまたは小型のマイナスドライバ

• ESD防止用リストストラップ

Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモジュールの取
り外し

PIMを取り外すには、次の手順を実行します。

ステップ 1 作業を行う前に安全の注意事項に目を通してください。

ステップ 2 装置の電源を切り、電源装置の電源を切ります。

ステップ 3 モジュールの前面プレートのプラスネジを緩め、ネジをつかんでモジュールを引き出します。
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Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモジュールの取
り付け

PIMを取り付けるには、次の手順を実行します。

ステップ 1 作業を行う前に安全の注意事項に目を通してください。

ステップ 2 装置の電源を切り、電源装置の電源を切ります。

ステップ 3 PIMスロットにフィラー前面プレートブランクがある場合は、プラスネジを緩め、ブランクを取り外しま
す。

ステップ 4 エッジコネクタがバックプレーンのコネクタに装着された手応えがあるまで、モジュールをスロットに押
し込みます。モジュールの前面プレートがシャーシのパネルに接する必要があります。

ステップ 5 モジュールの前面プレートのプラスネジを締めます。

ステップ 6 これで、デバイスに電源を入れることができます。

図 80 : 5Gプラガブルインターフェイスモジュール - P-5GS6-GL

PID1

アンテナ 1（SMA）2

GPS（SMA）3

アンテナ3（SMA、受信のみ）4

アンテナ 0（SMA）5

アンテナ 2（SMA）6
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有効 LED7

SIM 0 LED8

SIM 1 LED9

GPS LED10

M3.5取り付けネジ11

サービス LED12

着脱可能インターフェイスモジュールの設定
着脱可能インターフェイスモジュールにアンテナを挿入するには、次の手順を実行します。

図 81 :アンテナの取り付け

ステップ 1 図に示すように、親指と人差し指を使って、アンテナ 1とアンテナ 3を中央のアンテナ取り付けスロット
に挿入して締めます。

アンテナを取り付けるときは、最初にアンテナ 1とアンテナ 3を取り付けて（この説明書は中
央にある 2つのアンテナの取り付け用です）、完全に固定します。アンテナ 2とアンテナ 0を
最初に取り付けると（最初と最後のアンテナの取り付けを指します）、親指と人差し指を挿入

するスペースが少なくなり、アンテナ 1と 3を固定できない場合があります。

（注）

ステップ 2 アンテナ 2とアンテナ 0を最初と最後のアンテナ取り付けスロットに挿入します。
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ステップ 3 アンテナを取り付けた後、アンテナが広がるまで均等に間隔を空けて、アンテナの向きを調整します。こ
の操作は RF性能を高めることになるので重要です。

アンテナポートのRFバンドマッピング（P-5GS6-GLのみ）
次の表に、アンテナポートの RFバンドマッピングを示します。

Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォームハードウェア設置ガイド
120

Cisco Catalyst着脱可能インターフェイスモジュール

アンテナポートの RFバンドマッピング（P-5GS6-GLのみ）



アンテナポートの RFバンドマッピング：

RXTXテクノロ

ジー

アン

テナ

ポー

ト

B1、B2、B3、B4、B5、B6、B8、B9、B19B1、B2、B3、B4、B5、
B6、B8、B9、B19

3G WDCMAANT0

B1、B2、B3、B4、B5、B7、B8、B12、
B13、B14、B17、B18、B19、B20、B25、
B26、B28、B29、B30、B32、B34、B38、
B39、B40、B41、B42、B43、B46、B48、
B66、B71

B1、B2、B3、B4、B5、
B7、B8、B12、B13、B14、
B17、B18、B19、B20、
B25、B26、B28、B30、
B34、B38、B39、B40、
B41、B66、B71

LTE

n1、n2、n3、n5、n7、n8、n12、n20、n25、
n28、n38、n40、n41、n48、n66、n71、n77、
n78、n79

n1、n2、n3、n5、n7、n8、
n12、n20、n28、n38、n40、
n41、n66、n71

5G NR FR1

B1、B2、B3、B4、B5、B6、B8、B9、B19-3G WDCMAANT1

B1、B2、B3、B4、B5、B7、B8、B12、
B13、B14、B17、B18、B19、B20、B25、
B26、B28、B29、B30、B32、B34、B38、
B39、B40、B41、B42、B43、B46、B48、
B66、B71

B5、B20、B42、B43、
B48、B71

LTE

n1、n2、n3、n5、n7、n8、n12、n20、n25、
n28、n38、n40、n41、n48、n66、n71、n77、
n78、n79

n5、n48、n77、n78、n795G NR FR1

--3G WDCMAANT2

B1、B2、B3、B4、B7、B25、B30、B32、
B34、B38、B39、B40、B41、B42、B43、
B46、B48、B66

B1、B2、B3、B4、B7、
B41、B66

LTE

n1、n2、n3、n7、n25、n38、n40、n41、
n48、n66、n77、n78、n79

n1、n2、n3、n7、n25、
n41、n66、n77、n78、n79

5G NR FR1
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RXTXテクノロ

ジー

アン

テナ

ポー

ト

--3G WDCMAANT3

B1、B2、B3、B4、B7、B25、B30、B32、
B34、B38、B39、B40、B41、B42、B43、
B46、B48、B66

-LTE

n1、n2、n3、n7、n25、n38、n40、n41、
n48、n66、n77、n78、n79

-5G NR FR1

アンテナの取り付け
プラガブルインターフェイスモジュールにアンテナを取り付けるには、次の手順を実行しま

す。
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図 82 : 5G NRアンテナ（5G-ANTM-O4-B）を P-5GS6-GL PIMに取り付ける

5G NRアンテナ（5G-ANTM-04-B）は、P-LTEAP18-GLと P-5GS6-GLの両方の PIMでサポー
トされます。

（注）

1. 表のマッピングに示されているように、各 SMAケーブルをポートに接続します。

2. 各 SMAケーブルを締めて、PIMの SMAコネクタに固定してください。
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表 13 : P-5GS6-GLおよび P-LTEAP18-GL PIMでの 5G-ANTM-0-4-Bのポートマッピング

P-5GS6-GLP-LTEAP18-GL5G-ANTM-O-4-B

ANT 0Main 0MAIN 0
（LTE1）

ANT 1Main 1MAIN 1
（LTE3）

ANT 2DIV 0DIV 0（LTE2）

ANT 3DIV 1DIV 1（LTE4）

GPS接続なしGNSS

次のリンクには、5GNR（5G-ANTM-O-4-B）のアンテナ仕様とインストール手順が含まれてい
ます。

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/connectedgrid/antennas/installing-combined/
b-cisco-industrial-routers-and-industrial-wireless-access-points-antenna-guide/m-5g-antm-04b.html#Cisco_
Generic_Topic.dita_e780a6fe-fa46-4a00-bd9d-1c6a98b7bcb9
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第 8 章

活性挿抜およびホットスワップ

活性挿抜（OIR）操作では、システム動作に影響を与えることなく、障害のあるデータおよび
音声モジュールを交換できます。OIRはホットスワップに類似しています。OIRコマンドは、
モジュールを取り外す前、およびモジュールを装着した後に発行されます。OIRを実行する場
合、同じモジュールを使用して、元のモジュールを交換します。ルータ内の複数のモジュール

で OIR操作を実行する必要がある場合、同時に 1つのモジュールで操作を実行します。

ホットスワップとOIRの違いは、OIRはOIRの前後に Cisco IOSコマンドを実行する必要があ
る点です。ホットスワップは、厳密にはハードウェアの機能で、実行コマンドは必要ありませ

ん。すべてのルータコンポーネントまたはモジュールが OIRを使用するか、ホットスワップ
可能な訳ではありません。

次のコンポーネントは、ルータで OIRを使用します。

•サービスモジュール（SM）

•ネットワークインターフェイスモジュール（NIM）

• SFP

• USBデバイス

次のコンポーネントはホットスワップ可能です。

•ファントレイ

•電源：ルータがオプションの PSUにバックアップされている場合のみ

要件

OIRコマンドを発行するには、交換するモジュールを EnergyWise全出力モードのままにして
おく必要があります。モジュールが EnergyWise省力モードまたはシャットダウンモードの場
合、OIRコマンドを発行できないため、モジュールを取り外すこともできません。

• OIR手順（126ページ）
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OIR手順
次の手順では、OIRプロセスを使用して、NIMおよびSMを取り外し、交換する方法について
説明しています。

モジュールの取り外し

コンソール端末から hw-module subslot subslot stop コマンドを実行します。サービスモジュー
ルアダプタ LEDが点滅して消灯し、コンソールにはモジュールを取り外すことができるとい
うプロンプトシグナリングが表示されます。次の出力を参照してください。

Device# hw-module subslot 2/0 stop
Proceed with stop of module? [confirm]
damo-O2#
*Mar 22 20:43:31.088: %SPA_OIR-6-OFFLINECARD: SPA (SM-X-1T3/E3) offline in subslot 2/0
*Mar 22 20:43:31.088: %IOSXE_OIR-6-SOFT_STOPSPA: SPA(SM-X-1T3/E3) stopped in subslot
2/0, interfaces disabled
Device# show hw-module subslot 2/0 oir
Module Model Operational Status
------------- -------------------- ------------------------
subslot 2/0 SM-X-1T3/E3 stopped

モジュールの挿入

この手順が必要なのは、oir-stopコマンドを実行し、モジュールがスロットから物理的に取り
外されていない場合だけです。モジュールが物理的に取り外された場合、このコマンドを実行

する必要はありません。

コンソール端末から hw-module sm {slot} oir-startコマンドを発行します。コンソールにはモ
ジュールの変更ステートを示す出力が表示されます。

Device# hw-module sm 2 oir-start
Device#
*Nov 11 21:06:17.546: %ATMOC3POM-6-SFP_IN: Interface ATM2/0 OC3 MM SFP has been inserted.
Router#
*Nov 11 21:06:19.442: %LINK-3-UPDOWN: Interface ATM2/0, changed state to up
*Nov 11 21:06:20.442: %LINEPROTO-5-UPDOWN: Line protocol on Interface ATM2/0, changed
state to up
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